
『
続
日
本
紀
』
に
収
録
さ
れ
た
六
十
余
り
の
宣
命
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
が
、
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
後
世
の
改
変
を
受
け
た
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
判
断
を
保
留
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
た
と
え
改
変
が
行
わ
れ
た
と
し

て
も
、
そ
の
史
料
的
価
値
が
に
わ
か
に
低
下
す
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
宣
命
の
発
布
主
体
の
肉
声
に
近
い
も
の
を
聞
き
取
れ
る
と
い
う
点
に
お

い
て
、
そ
の
価
値
は
、
他
の
史
料
を
も
っ
て
代
替
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

ジ
ハ
ノ
Ｏ

本
稿
は
、
如
上
の
『
続
紀
』
宣
命
の
史
料
的
価
値
に
鑑
み
、
そ
れ
ら
に
示
さ

れ
た
発
布
主
体
の
思
想
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

史
料
的
価
値
の
承
認
や
思
想
の
考
察
は
、
格
別
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
管
見
に
よ
れ
ば
、
宣
命
を
史
料
と
し
、
そ
こ
に
窺
わ
れ
る
当
代
の
仏
教

の
役
割
や
機
能
を
考
察
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
空
白
の
部
分

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
敢
え
て
立
論
を
試
ゑ
た
所
以
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
当
代
の
い
わ
ゆ
る
国
家
仏
教
の
果
し
た
役
割
、
あ
る
い
は
果
す
べ
く
求
め

は
じ
め
に

宣
命
と
仏
教

ｌ
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
乙
未
朔
条
の
一
考
察
‐
Ｉ

一
神
護
景
雲
三
年
十
月
乙
未
朔
条
の
宣
命

は
じ
め
に
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
乙
未
朔
条
の
全
文
を
掲
げ
、

続
い
て
そ
れ
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
宣
命
の
引
用
は
北
川
和
秀
氏
編

〈
１
入
）

『
続
日
本
紀
宣
命
Ｉ
校
本
・
総
索
引
ｌ
』
に
よ
り
、
他
は
新
訂
増
補
国
史

（
２
）

大
系
『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
。
な
お
、
便
宜
上
、
改
行
を
施
し
、
句
読
点
、
カ

ッ
コ
を
付
し
た
。

ら
れ
た
役
割
の
一
端
を
窺
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
神
護
景
雲
三
年
十
月
乙
未
朔
条
の
称
徳
天
皇
の

宣
命
で
あ
る
。
こ
の
、
い
わ
ゆ
る
第
四
十
五
詔
に
は
、
他
の
多
く
の
引
用
と
と

も
に
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
「
王
法
正
論
品
」
の
引
用
も
見
え
る
。
仏

典
か
ら
、
し
か
も
典
拠
を
明
示
し
て
引
用
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
異
例
で
あ

る
。
こ
の
引
用
を
手
懸
り
と
し
て
、
如
上
の
仏
教
に
求
め
ら
れ
た
役
割
を
考
察

し
た
。し

か
し
、
紙
幅
の
制
限
も
あ
り
、
考
察
は
完
結
し
て
い
な
い
。
後
続
す
る
部

分
を
欠
い
た
中
間
報
告
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
れ
を

も
っ
て
諸
賢
の
御
教
示
、
御
批
正
を
乞
う
こ
と
と
し
た
い
。

八
重
樫
直
比
古
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Ｌ
冬
十
月
乙
未
朔
。
詔
日
、

２
天
皇
我
御
命
良
麻
止
詔
久
、
佳
麻
久
毛
畏
岐
新
城
乃
大
宮
永
天
下
治
給
之
中
都

天
皇
能
、
臣
等
乎
召
天
後
乃
御
命
仁
勅
之
久
、
「
汝
等
乎
召
都
留
事
方
、
朝
庭
永

奉
侍
良
牟
状
教
詔
牟
止
曽
召
都
留
。
於
太
比
永
侍
豆
諸
間
食
。
貞
久
明
示
浄
伎
心

乎
以
天
、
朕
子
天
皇
仁
奉
侍
利
護
助
麻
都
礼
。
継
天
方
、
是
太
子
乎
助
奉
侍
礼
。

険
我
教
給
布
御
命
永
不
順
之
天
、
王
等
波
、
己
我
得
麻
之
字
岐
帝
乃
尊
岐
宝
位
乎
望

求
米
、
人
乎
伊
射
奈
比
、
悪
久
職
心
乎
以
天
逆
永
在
謀
乎
起
。
臣
等
方
、
己
我
比

伎
碑
企
是
永
託
彼
永
依
都
都
、
頑
永
無
礼
伎
心
乎
念
豆
横
乃
謀
乎
構
。
如
是
在

牟
人
等
乎
波
、
朕
必
天
栩
給
天
見
行
之
、
退
給
比
捨
給
比
岐
良
比
給
牟
物
曽
。

天
地
乃
福
毛
不
蒙
自
。
是
状
知
天
明
仁
浄
伎
心
乎
以
天
奉
侍
牟
人
乎
波
、
慈
給
比

悪
給
天
治
給
牟
物
曽
。
復
天
乃
福
毛
蒙
利
、
永
世
永
門
不
絶
奉
侍
利
昌
牟
。
許

己
知
天
謹
麻
利
、
浄
心
乎
以
天
奉
侍
止
将
命
証
奈
召
鄙
峨
勅
比
於
保
世
給
布
御
命

乎
、
衆
諸
間
食
止
宣
。

ａ
復
詔
久
、
桂
毛
畏
伎
朕
我
天
乃
御
門
帝
皇
我
御
命
以
天
勅
之
久
、
「
朕
永
奉
侍

牟
諸
臣
等
、
朕
乎
君
止
念
牟
人
方
、
太
皇
后
仁
能
奉
侍
礼
。
朕
乎
念
天
在
我
如
久

異
奈
念
。
継
天
方
、
朕
子
太
子
永
明
仁
浄
久
二
心
無
之
天
奉
侍
礼
。
朕
方
子
二
利

止
云
言
波
無
。
唯
此
太
子
一
人
乃
味
曽
朕
我
子
波
在
。
此
心
知
夫
諸
護
助
奉
侍

礼
。
然
朕
波
御
身
都
可
良
之
久
於
保
麻
之
麻
須
永
依
天
、
太
子
永
天
都
日
嗣
高

御
座
乃
継
天
方
授
麻
都
流
」
止
命
天
、
朕
永
勅
之
久
、
「
天
下
乃
政
事
波
慈
乎
以
天

治
与
。
復
上
波
三
宝
乃
御
法
乎
隆
之
米
出
家
道
人
乎
治
麻
都
利
、
次
波
諸
天
神

地
祇
乃
祭
祀
乎
不
絶
、
下
波
天
下
乃
諸
人
民
乎
感
給
弊
」
・
復
勅
之
久
、
「
此

帝
乃
位
止
云
物
波
、
天
乃
授
不
給
奴
人
永
授
天
方
保
己
止
毛
不
得
、
亦
変
犬
身
毛

滅
奴
流
物
曽
。
朕
我
立
天
在
人
止
云
止
毛
、
汝
我
心
永
不
能
止
知
目
氷
見
天
牟
人
乎

波
改
天
立
牟
事
方
、
心
乃
麻
永
麻
世
与
」
止
命
伎
。
復
勅
之
久
、
「
朕
我
東
人
永

授
刀
天
侍
之
牟
留
事
波
、
汝
乃
近
護
止
之
天
護
之
米
与
止
念
天
奈
毛
在
。
是
東
人
波

常
永
云
久
、
『
額
永
方
箭
波
立
止
毛
背
彼
箭
方
不
立
』
止
云
天
、
君
乎
一
心
乎
以

天
護
物
曽
。
此
心
知
天
汝
都
可
弊
」
止
勅
比
之
御
命
乎
不
忘
。
此
状
悟
天
、
諸

東
国
乃
人
等
謹
之
末
利
奉
侍
礼
。

４
然
佳
毛
畏
岐
二
所
乃
天
皇
我
御
命
乎
、
朕
我
頂
永
受
賜
天
昼
毛
夜
毛
念
持
天
在

止
毛
、
由
無
之
豆
人
永
云
聞
之
牟
留
事
不
得
猶
。
此
永
依
天
諸
乃
人
永
令
聞
止
奈

毛
召
都
留
。
故
是
以
、
今
朕
我
汝
等
乎
教
給
牟
御
命
乎
、
衆
諸
聞
食
止
宣
。

ａ
夫
君
乃
位
波
、
願
求
乎
以
天
得
事
方
甚
難
止
云
言
乎
波
、
皆
知
天
在
止
毛
、
先

乃
人
波
謀
乎
遅
奈
之
、
我
方
能
久
都
与
久
謀
天
必
得
天
牟
止
念
天
、
種
種
永
願
祷

畢
猶
諸
聖
天
神
地
祇
御
霊
乃
不
免
給
不
授
給
物
永
在
波
、
自
然
永
人
毛
申
顕

己
戎
口
乎
以
天
毛
云
都
々
、
変
天
身
乎
滅
災
乎
蒙
天
、
終
永
罪
乎
己
毛
他
毛
同
久
致

都
。
因
葱
犬
天
地
乎
恨
君
臣
子
毛
怨
奴
。
猶
心
乎
改
天
直
久
浄
久
在
波
、
天
地
毛

憎
多
麻
波
党
君
毛
捨
不
給
之
天
、
福
乎
蒙
身
毛
安
家
牟
。
生
天
方
官
位
乎
賜
利
昌
、

死
昼
波
善
名
乎
遠
世
永
流
伝
天
牟
。
是
故
先
乃
賢
人
云
天
在
久
、
「
体
方
灰
止
共

永
地
仁
埋
利
奴
礼
止
、
名
波
烟
止
共
永
天
永
昇
」
止
云
利
。
又
云
久
、
「
過
乎
知
天

方
必
改
与
。
能
乎
得
大
方
莫
忘
」
止
伊
布
。
然
物
乎
、
口
永
我
方
浄
之
止
云
天
心

仁
微
乎
波
、
天
乃
不
覆
地
乃
不
載
奴
所
止
成
奴
。
此
乎
持
伊
波
称
乎
致
之
、
捨
伊

方
誇
乎
招
都
。
猶
朕
我
尊
備
拝
美
読
調
之
奉
留
最
勝
王
経
乃
王
法
正
論
品
永
命

久
、
「
若
造
善
悪
業
。
令
於
現
在
中
。
諸
天
共
護
持
。
示
其
善
悪
報
。
国

人
造
悪
業
。
王
者
不
禁
制
。
此
非
順
正
理
。
治
濱
当
如
法
」
止
命
天
在
。

是
乎
以
天
汝
等
乎
教
導
久
。
今
世
永
方
世
間
乃
栄
福
乎
蒙
利
忠
浄
名
乎
顕
之
、
後

世
永
方
人
天
乃
勝
楽
乎
受
天
終
永
仏
止
成
止
所
念
天
奈
毛
、
諸
永
是
事
乎
教
給
布

止
詔
布
御
命
乎
、
衆
諸
聞
食
止
宣
。

ａ
復
詔
久
、
此
賜
布
帯
乎
多
麻
波
利
亘
、
汝
等
乃
心
乎
等
等
能
倍
直
之
朕
我
教

一

一

八



事
永
不
違
之
天
束
祢
治
牟
表
止
奈
毛
、
此
帯
乎
賜
久
止
詔
布
御
命
乎
、
衆
諸
聞
食

止
一
旦
。

Ｚ
其
帯
、
皆
以
紫
綾
為
之
。
長
各
八
尺
。
其
二
端
、
以
金
泥
書
恕
字
。
賜

五
位
己
上
。
其
以
才
伎
井
貢
献
叙
位
者
、
不
在
賜
限
。
但
藤
原
氏
者
や
雌

未
成
人
、
皆
賜
之
。

こ
の
条
は
、
称
徳
天
皇
の
宣
命
（
２
１
６
）
と
、
そ
れ
に
付
加
さ
れ
た
漢
文

体
の
記
述
（
Ｌ
と
Ｚ
）
と
か
ら
成
る
。
Ｚ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は

『
続
日
本
紀
』
の
編
纂
者
に
よ
っ
て
、
宣
命
の
６
の
部
分
に
見
え
る
「
帯
」
を

注
釈
す
べ
く
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
は
、
金
泥
を
も
っ

て
「
恕
」
字
を
害
し
た
紫
綾
の
帯
の
下
賜
を
受
け
た
者
、
す
な
わ
ち
こ
の
宣
命

が
特
に
そ
の
対
象
と
目
し
た
で
あ
ろ
う
者
に
つ
い
て
示
唆
す
る
内
容
を
含
む
。

才
伎
、
貢
献
に
よ
る
者
を
除
く
五
位
以
上
の
者
に
加
え
て
、
藤
原
氏
に
つ
い
て

は
未
成
人
を
も
下
賜
の
対
象
と
し
た
と
あ
る
。
宣
命
発
布
の
対
象
と
し
て
、
と

（
３
）

り
わ
け
藤
原
氏
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
今
は
付
す
べ
き
私

見
の
用
意
も
な
い
の
で
、
宣
命
の
概
観
に
移
り
た
い
。

第
一
段
（
２
）
で
は
、
「
新
城
乃
大
宮
永
天
下
治
給
之
中
部
天
皇
」
（
元
正
天

（
４
）
（
５
）

皇
）
の
「
後
乃
御
命
」
（
遣
詔
）
が
披
露
さ
れ
る
。
こ
の
元
正
天
皇
の
遣
詔
と

し
て
示
さ
れ
た
も
の
は
、
冒
頭
に
「
朝
庭
永
奉
侍
良
牟
状
教
詔
牟
」
と
あ
る
よ
う

に
、
諸
臣
ら
に
対
し
て
臣
従
の
在
り
方
を
教
示
し
よ
う
と
す
る
。
た
だ
し
そ
の

教
示
は
、
必
ず
し
も
一
般
論
や
抽
象
論
に
の
み
終
始
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
元
正
天
皇
は
、
諸
臣
ら
に
対
し
て
、
聖
武
天
皇
と
皇
太
子
阿
倍
内
親
王
へ

の
忠
誠
を
強
く
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
聖
武
天
皇
を
「
朕
子
」
と

（
６
）

称
し
て
い
る
。
自
己
の
甥
を
子
と
称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
正
天
皇
の
譲
位

に
よ
る
聖
武
天
皇
の
即
位
が
、
直
系
者
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
他
な
ら
な
い
と

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
理
解
を
も
内
包
し
た
教
示
な
の
で
あ
る
。
あ

る
い
は
、
こ
う
し
た
理
解
を
前
提
と
し
た
教
示
な
の
で
あ
る
。
元
正
天
皇
が
諸

臣
ら
に
求
め
た
の
は
、
子
と
孫
と
に
対
す
る
忠
誠
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
並
ん

で
厳
し
く
制
止
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
自
己
の
子
と
孫
以
外
の
者
を
即
位
さ
せ

よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
動
き
を
継
起
す
る
「
悪
久
機
心
」
を

捨
て
、
「
明
仁
浄
伎
心
」
を
も
っ
て
聖
武
天
皇
と
阿
倍
内
親
王
と
に
従
う
な
ら

ば
、
諸
臣
ら
の
、
ま
た
そ
の
一
門
の
繁
栄
も
得
ら
れ
よ
う
と
説
い
て
こ
の
遣
詔

は
結
ば
れ
る
。
宣
命
の
最
初
に
引
用
さ
れ
た
の
は
、
元
正
↓
聖
武
↓
阿
倍
の
皇

●
●

統
の
擁
護
を
強
く
求
め
た
先
々
代
天
皇
Ｉ
祖
母
の
遣
詔
で
あ
っ
た
。

（
ワ
ィ
）

第
二
段
（
＆
）
で
は
、
「
朕
我
天
乃
御
門
帝
皇
」
（
聖
武
天
皇
）
の
詔
四
ケ

条
が
披
露
さ
れ
る
。
第
一
の
詔
で
は
、
諸
臣
ら
に
対
し
て
、
「
太
皇
后
」
（
光

（
〈
×
Ｕ
）
（
０
Ｊ
）

明
皇
后
）
と
「
太
子
」
（
阿
倍
内
親
王
）
と
に
忠
誠
を
尽
せ
と
説
き
、
続
い
て

内
親
王
に
譲
位
す
る
意
志
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
第
一
の
詔
で
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
「
朕
方
子
二
利
止
云
言
波
無
。
唯
此
太
子
一
人
乃
味
曽
朕
我
子
波
在
」

と
し
て
、
直
系
子
を
阿
倍
内
親
王
一
人
に
限
定
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
あ
る

い
は
、
こ
こ
で
「
朕
我
子
」
と
認
知
さ
れ
た
の
は
、
光
明
皇
后
と
の
間
に
儲
け

た
子
に
限
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
県
犬
養
広
刀
自
を
母
と
す
る
井
上

内
親
王
や
不
破
内
親
王
は
、
「
朕
我
子
」
に
は
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

光
明
皇
后
と
の
間
に
儲
け
た
子
以
外
の
者
を
「
朕
我
子
」
で
は
な
い
と
し
て
排

除
し
、
皇
太
子
阿
倍
内
親
王
を
措
い
て
他
に
直
系
子
は
な
い
と
し
た
う
え
で
、

同
内
親
王
へ
の
譲
位
の
意
志
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
皇
位
継
承
に
預
か
る
条

件
と
し
て
、
す
で
に
皇
太
子
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、
唯
一
の
直
系
子
で
あ
る

こ
と
、
あ
る
い
は
光
明
皇
后
を
母
と
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
、
同
内
親
王
へ

の
譲
位
が
正
当
化
さ
れ
、
併
せ
て
そ
の
擁
護
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
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よ
う
な
譲
位
の
意
志
表
明
が
果
し
て
説
得
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
検
討
に

値
す
る
課
題
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
そ
れ
に
立
ち
入
ら
な
い
で
お
く
。
こ
こ
で
確

認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
詔
が
強
調
し
て
い
る
の
が
、
阿
倍
内
親
王
の
即

位
が
聖
武
天
皇
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
聖
武
天
皇
が
そ
の
よ
う

に
意
を
決
し
た
の
は
、
阿
倍
内
親
王
を
唯
一
の
直
系
子
と
認
知
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
で
あ
る
。

第
二
の
詔
で
は
、
皇
位
を
継
承
す
る
阿
倍
内
親
王
に
対
し
て
、
慈
悲
の
政

治
、
仏
教
の
興
隆
、
出
家
者
の
尊
重
、
神
祇
祭
祀
の
励
行
、
人
民
の
慰
撫
を
命

じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
特
に
仏
教
に
説
か
れ
る
慈
悲
を
政
治
に
浸
透
さ
せ
る
こ

と
と
、
仏
教
の
外
護
者
た
る
こ
と
と
が
第
一
、
第
二
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

（
、
）

に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
宣
命
の
後
段
に
窺
え
る
仏
教
の
側
か
ら
の

加
護
へ
の
期
待
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
親
王
へ
の
加
護
、
あ
る
い
は
聖
武

↓
阿
倍
の
皇
統
へ
の
加
護
の
期
待
が
、
こ
の
詔
の
根
底
に
あ
る
と
推
定
し
て
お

少
く
、
◎

第
三
の
詔
で
は
、
同
じ
く
内
親
王
に
対
し
て
、
内
親
王
よ
り
皇
位
を
委
ね
ら

れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
最
終
的
な
決
定
を
一
任
す
る
と
言
う
。
す
な
わ

ち
、
第
一
の
詔
に
お
い
て
唯
一
の
直
系
の
皇
位
継
承
者
と
し
て
譲
位
を
受
け
た

内
親
王
は
、
そ
れ
に
加
え
て
次
の
皇
位
継
承
者
決
定
の
全
権
を
負
托
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
文
言
に
沿
お
う
と
す
れ
ば
、
「
天
乃
授
不
給
奴
人
」

で
あ
る
か
否
か
の
識
別
が
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
継
承
者
を
決
定
す
る
の
は

「
天
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
詔
の
後
半
を
見
れ
ば
、

「
天
」
の
意
志
は
す
な
わ
ち
内
親
王
の
「
心
」
と
理
解
さ
れ
よ
う
か
ら
、
内
親

（
ｕ
）

王
に
全
権
が
負
托
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

第
四
の
詔
で
は
、
や
は
り
内
親
王
に
対
し
て
、
武
装
し
た
「
東
人
」
を
近
侍

せ
し
め
身
辺
の
護
衛
に
当
て
よ
と
言
う
。
宣
命
は
こ
れ
を
受
け
て
、
護
衛
に
精

励
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
前
の
詔
に
照
応
さ
せ
れ
ば
、
「
諸
東

国
乃
人
等
」
が
特
に
護
衛
す
べ
き
は
、
聖
武
↓
阿
倍
の
皇
統
、
あ
る
い
は
内
親

王
に
委
ね
ら
れ
た
皇
位
と
皇
位
継
承
者
決
定
の
権
限
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う

（
皿
）

か
。

第
三
段
（
４
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
由
無
」
き
が
ゆ
え
に
知
ら
し
め
る
こ
と

の
な
か
っ
た
元
正
、
聖
武
両
天
皇
の
詔
を
、
今
こ
こ
に
は
じ
め
て
披
露
し
た
と

言
う
。
こ
の
宣
命
は
、
全
体
の
半
ば
以
上
を
種
々
の
引
用
に
費
や
し
て
い
る
。

構
成
上
、
極
め
て
異
例
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
両
天
皇
の
詔
の

引
用
は
し
か
る
べ
き
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
し
て
、
続
く
後
半
部
分
が
、

両
天
皇
の
詔
の
引
用
を
前
提
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

第
四
段
（
ａ
）
で
は
、
は
じ
め
に
皇
位
と
は
「
諸
聖
天
神
地
祇
御
霊
」
か
ら

与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
皇
位
を
得
よ
う
と
「
願
祷
」
る
な
ど
は

無
益
な
ば
か
り
で
は
な
く
、
遂
に
は
身
を
破
滅
さ
せ
る
有
害
な
企
で
あ
る
と
説

く
。
皇
位
継
承
者
を
決
定
す
る
の
は
「
諸
聖
」
な
ど
の
諸
神
性
で
あ
っ
て
、
そ

れ
に
は
い
か
な
る
人
為
的
努
力
も
参
与
し
得
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
自
己
の

保
有
す
る
権
限
を
他
者
の
侵
犯
か
ら
守
る
た
め
に
、
そ
の
権
限
を
諸
神
性
に
付

託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
る
背
景
と
し
て
、
皇
位
を
「
願

求
」
め
「
種
種
永
願
祷
」
る
者
が
跡
を
絶
た
な
い
状
況
が
、
あ
る
い
は
称
徳
天

皇
に
そ
う
し
た
認
識
を
促
し
た
状
況
が
、
当
然
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
例
え
ば
廃
位
の
企
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ず
、
ま
た
次
の
皇
位
継
承
者
を
擁
立

し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
そ
の
両
方
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
か
く
も
元
正
、
聖
武
両
天
皇
の
詔
を
し
て
、
自
己
の

在
位
の
正
当
性
、
皇
位
継
承
者
決
定
の
権
限
の
所
在
を
語
ら
し
め
な
け
れ
ば
な

一
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ら
な
い
状
況
が
眼
前
に
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
称
徳
天
皇

が
如
上
の
状
況
を
牽
制
す
べ
く
持
ち
出
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
、
宣
命
の

前
半
を
振
り
返
れ
ば
、
次
の
三
項
か
ら
成
る
自
己
規
定
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
第
一
に
、
両
天
皇
の
唯
一
の
直
系
の
皇
位
継
承
者
と
し
て
譲
位
を
受
け
た

こ
と
。
第
二
に
は
そ
れ
に
加
え
て
、
次
の
皇
位
継
承
者
の
決
定
権
を
負
託
さ
れ

た
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
、
皇
位
継
承
者
は
諸
神
性
の
意
に
適
う
者
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
意
を
体
す
る
者
は
自
己
の
承
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
自

己
が
諸
神
性
と
一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
以
上
の
三
項
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。以

上
の
自
己
規
定
に
沿
お
う
と
す
る
な
ら
ば
、
言
い
換
え
れ
ば
、
元
正
、
聖

武
両
天
皇
と
諸
神
性
と
の
意
に
沿
う
よ
う
に
努
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
称
徳
天

皇
に
忠
誠
を
誓
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
果
し
て
以
下
の
こ
の
段
で

は
、
無
益
有
害
な
企
を
捨
て
天
皇
に
忠
誠
を
尽
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る

が
、
そ
の
趣
旨
は
、
こ
れ
ま
で
元
正
、
聖
武
両
天
皇
の
詔
に
説
か
れ
た
と
こ
ろ

に
一
致
す
る
。
自
身
の
こ
と
ば
で
反
復
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
『
最
勝
王
経
』
「
王
法
正
論
品
」
の
引
用
が
あ
り
、
自
己
の
願
う
と

こ
ろ
は
、
宣
命
を
受
け
る
者
に
お
け
る
今
生
の
栄
達
、
名
誉
の
獲
得
と
、
後
世

の
得
楽
、
成
仏
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
説
い
て
来
た
と

こ
ろ
も
、
窮
極
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
願
に
発
し
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
段
の
締
め
括
り
に
は
、
「
諸
永
是
事
乎
教
給
布
」
と
あ
っ
て
、
称
徳
天

皇
は
、
一
貫
し
て
教
噛
の
態
度
を
崩
さ
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
最
勝
王
経
』
の

引
用
、
及
び
そ
れ
に
続
く
文
言
を
見
る
と
、
そ
の
態
度
が
、
例
え
ば
、
こ
の
経

の
「
王
法
正
論
品
」
の
第
十
三
頌
に
「
除
滅
諸
非
法
。
悪
業
令
不
生
。
教
有
情

（
過
）

修
善
。
使
得
生
天
上
」
と
あ
る
諸
天
や
国
王
の
い
わ
ゆ
る
教
化
に
通
ず
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

第
五
段
（
６
）
で
は
、
天
皇
の
下
に
結
束
す
る
固
め
の
帯
を
下
賜
す
る
と
言

う
。
先
述
の
と
お
り
、
次
の
Ｚ
は
、
こ
の
段
の
補
足
な
い
し
は
注
釈
と
し
て
付

加
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

以
上
、
宣
命
を
段
落
ご
と
に
概
観
し
た
が
、
全
体
の
主
旨
は
、
元
正
、
聖
武

両
天
皇
の
詔
を
引
用
し
つ
つ
、
皇
位
継
承
者
の
擁
立
な
ど
の
企
を
放
棄
し
、
称

徳
天
皇
に
忠
誠
を
尽
す
こ
と
が
両
天
皇
の
遺
志
に
沿
う
こ
と
で
あ
る
と
し
、
ま

た
そ
れ
が
今
生
の
栄
達
と
後
世
の
得
楽
と
を
可
能
に
す
る
道
で
あ
る
と
説
き
、

天
皇
の
下
に
結
束
す
る
固
め
の
帯
を
下
賜
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
う

し
た
主
旨
の
基
調
を
な
す
の
は
、
自
己
が
唯
一
の
正
当
な
皇
位
継
承
権
所
有
者

で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
次
の
皇
位
継
承
者
決
定
の
権
限
の
唯
一
の
所
有
者
で
あ

る
と
の
自
己
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
皇
位
継
承
者
は
諸
神
性
の
意
に

適
う
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
意
を
体
す
る
者
は
自
己
で
あ
る
と
し
て
、

諸
神
性
と
自
己
と
の
一
体
性
も
説
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
自
己
規
定
、
言

い
換
え
れ
ば
、
皇
位
の
継
承
を
め
ぐ
る
称
徳
天
皇
の
権
限
の
不
可
侵
性
を
保
障

す
る
の
が
、
両
天
皇
の
遣
し
た
詔
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
宣
命
は
、
そ
う
し
た

自
己
規
定
、
あ
る
い
は
権
限
の
不
可
侵
性
を
根
拠
と
し
て
、
権
限
を
所
有
す
る

君
主
と
、
し
か
ら
ざ
る
臣
下
と
の
峻
別
を
説
き
、
臣
下
に
求
め
ら
れ
る
の
は
君

主
に
対
す
る
忠
誠
で
あ
る
と
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
称
徳
天
皇
は
、
皇
位

継
承
者
擁
立
な
ど
の
企
を
、
こ
う
し
た
君
臣
峻
別
の
規
定
に
違
背
す
る
と
し

て
、
そ
の
牽
制
を
試
承
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
君
臣
峻
別
の
規
定
は
、
も
と
よ
り
こ
の
時
は
じ
め
て
作
ら
れ
た
も
の
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
を
、
称
徳
天
皇
の
身
辺
に
、
そ
し

て
宣
命
を
受
け
る
者
の
記
憶
の
中
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
『
続
紀
』
天
平
十
五
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年
五
月
癸
卯
条
の
元
正
太
上
天
皇
、
聖
武
天
皇
の
宣
命
に
見
え
る
「
君
臣
祖
子

乃
理
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
天
平
十
五
年
五
月
五
日
の
端
午
の
節
会

に
お
い
て
、
皇
太
子
阿
倍
内
親
王
が
五
節
の
舞
を
自
ら
行
っ
た
。
同
条
の
聖
武

天
皇
が
元
正
太
上
天
皇
に
奏
上
し
た
宣
命
に
よ
れ
ば
、
こ
の
五
節
の
舞
は
、
天

武
天
皇
が
創
始
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
上
下
乎
斉
倍

和
毒
元
動
久
静
獅
令
有
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
元
正
太
上
天
皇
が
答
え

た
宣
命
に
は
、
五
節
の
舞
は
、
「
直
遊
祉
錘
味
不
在
学
天
下
人
永
君
臣
祖
子
乃
理
乎

教
賜
比
趣
賜
布
」
も
の
で
あ
る
と
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
条
の
聖
武
天
皇
の
第
二

の
宣
命
は
、
元
正
太
上
天
皇
の
宣
命
を
受
け
て
、
節
会
に
参
集
し
た
者
に
向
か

っ
て
、
「
君
臣
祖
子
乃
理
遠
忘
事
無
久
、
継
坐
牟
天
皇
御
世
御
世
永
、
明
浄
心
乎

以
而
祖
名
乎
戴
持
而
、
天
地
与
共
永
長
久
遠
久
仕
奉
礼
」
と
説
い
て
い
る
。
以
上

の
天
平
十
五
年
五
月
癸
卯
条
よ
り
、
五
節
の
舞
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
君
臣
祖

子
乃
理
」
と
は
、
親
に
至
る
ま
で
の
血
縁
的
長
上
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
天

皇
に
忠
誠
を
尽
す
の
が
子
孫
の
進
む
べ
き
道
で
あ
る
と
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。

君
臣
秩
序
の
維
持
を
ね
ら
い
と
し
て
、
臣
下
の
君
主
へ
の
忠
が
、
子
孫
の
父
祖

へ
の
孝
を
実
現
す
る
手
だ
て
に
他
な
ら
な
い
と
説
く
の
が
こ
の
「
君
臣
祖
子
乃

理
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
皇
太
子
阿
倍
内
親
王
に
五
節
の
舞
を
演
じ
さ

せ
、
元
正
太
上
天
皇
、
聖
武
天
皇
が
相
呼
応
し
て
「
君
臣
祖
子
乃
理
」
の
語
を

用
い
た
の
は
、
阿
倍
内
親
王
の
地
位
の
承
認
と
内
親
王
へ
の
忠
誠
を
求
め
ん
が

た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
そ
れ
が
参
集
者
及
び
そ
の
子
々
孫
々
に
至

る
ま
で
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
と
し
て
、
こ
れ
を
予
祝
す
る
意
味
も
あ
っ
た
か
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
天
平
十
五
年
五
月
癸
卯
条
に
見
え
る
「
君
臣
祖
子
乃

理
」
の
語
に
照
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
た
び
は
そ
の
遵
守
を
、
特
に
権
限
の

有
無
に
お
い
て
強
調
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
宣
命
は
、
自
己
が
唯
一
の
正
当
な
皇
位

継
承
権
所
有
者
で
あ
る
こ
と
、
同
時
に
次
の
皇
位
継
承
者
決
定
の
権
限
の
唯
一

の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
、
継
承
者
を
決
定
す
る
に
当
っ
て
は
諸
神
性
と
自
己
と

が
一
体
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
主
旨
の
基
調
と
し
て
い
た
。
こ
の
中
の
第
二
、

次
の
皇
位
継
承
者
決
定
の
権
限
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
聖
武
天
皇
の
詔
の
引
用

の
第
三
に
お
い
て
明
言
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
行
使
に

つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
聖
武
天
皇
の
詔
の
引
用
の
第
三
は
、
す

で
に
皇
太
子
が
存
在
し
て
い
る
と
す
れ
ば
無
用
な
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い

か
ら
、
こ
の
宣
命
発
布
の
時
点
で
、
皇
太
子
は
不
在
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

「
君
乃
位
」
を
「
願
求
」
め
て
「
種
種
永
願
祷
」
る
者
の
在
る
中
で
、
空
位
と

な
っ
て
い
る
皇
太
子
位
を
め
ぐ
っ
て
称
徳
天
皇
が
ど
の
よ
う
な
意
志
表
明
を
行

う
か
は
、
宣
命
を
受
け
る
者
が
強
い
関
心
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
宣
命
は
権
限
の
所
在
を
説
く
の
み
で
、
そ
の
行
使
に
は
全
く

触
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
宣
命
は
言
外
に
、
立
太
子
は
し
ば
ら
く
の
間
見
合
せ

る
と
語
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
立
太
子
の
保
留
は
、
し
か
し
こ
こ
で
は

じ
め
て
公
け
に
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

天
平
宝
字
八
年
九
月
、
藤
原
仲
麻
呂
の
反
乱
は
失
敗
に
終
り
、
翌
十
月
、
仲

麻
呂
が
擁
立
し
た
淳
仁
天
皇
も
廃
さ
れ
、
孝
謙
太
上
天
皇
が
重
詐
し
た
。
『
続

紀
』
の
同
月
丁
丑
条
の
称
徳
天
皇
の
宣
命
は
、
「
天
乃
授
賜
勃
所
」
の
現
れ
る
ま

で
、
し
ば
ら
く
の
間
立
太
子
は
保
留
す
る
と
し
、
皇
太
子
擁
立
の
企
な
ど
は
放

棄
せ
よ
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
重
詐
直
後
の
立
太
子
保
留
の
宣
言
は
、
『
続
紀
』

天
平
神
護
元
年
三
月
丙
申
条
の
同
天
皇
の
宣
命
で
繰
り
返
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
「
天
下
政
」
は
「
君
乃
勅
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
皇
太
子
擁
立
の

企
を
放
棄
せ
よ
と
説
き
、
「
天
地
乃
明
伎
奇
岐
徴
乃
授
賜
人
」
は
や
が
て
出
現
す
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る
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
こ
の
宣
命
は
淳
仁
天
皇
の
復
位
の
企
を
捨
て
よ
と
も
説

い
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
宣
命
は
、
皇
太
子
を
決
め
る
の
は
「
天
」
「
天

地
」
で
あ
り
、
そ
の
意
を
体
す
る
の
は
自
己
で
あ
る
と
し
て
、
皇
太
子
擁
立
の

動
き
を
封
じ
よ
う
と
し
、
「
天
」
な
ど
の
意
志
が
示
さ
れ
る
ま
で
は
立
太
子
を

保
留
す
る
と
す
る
点
で
共
通
す
る
。
ま
た
そ
う
し
た
論
理
に
お
い
て
神
護
景
雲

（
Ｍ
）

三
年
十
月
乙
未
朔
条
の
宣
命
に
も
整
合
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
ら
二
つ
の
宣
命
に
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
た
び
は
立
太
子
の
保
留

を
あ
か
ら
さ
ま
に
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
立
太
子
の
保
留
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
を
言
外
に
ほ
の
め
か
す
に
止
め
、
自
己
の
在
位
の
正
当
性
と
と
も
に
、
権

限
掌
握
の
正
当
性
が
、
先
代
の
天
皇
の
詔
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
た
の
が
こ
の
宣
命
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
『
最
勝
王
経
』
の
引

用
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
仏
教
色
の
極
め
て
濃
厚
な
点
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
宣

命
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
元
正
、
聖
武
両
天
皇
の
詔
と
、
仏
教
と
の
い
わ
ば
厚

い
保
護
の
下
に
、
自
己
の
権
限
掌
握
な
ど
の
正
当
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
先
の
二
つ
の
宣
命
が
、
そ
う
し
た
保
護
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
い
わ

ば
む
き
出
し
に
権
限
行
使
の
保
留
を
表
明
し
た
の
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。
い
わ
ば
よ
り
攻
撃
的
な
姿
勢
か
ら
、
よ
り
防
御
的
な
姿
勢
に
変
っ
て
い
る

と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
し
た
変
化
を
生
ん
だ
要
因
の
検
討
は
、
も
と

よ
り
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

『
続
紀
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
間
に
和
気
王
の
謀
反
が
発
覚
し
た
と
し
て
同
王

ら
が
絞
殺
さ
れ
る
（
天
平
神
護
元
年
八
月
庚
申
朔
条
）
、
淳
仁
天
皇
が
淡
路
で

没
す
る
（
同
年
十
月
己
卯
条
）
、
聖
武
天
皇
の
皇
子
を
自
称
す
る
者
が
遠
流
に

処
せ
ら
れ
る
（
同
二
年
四
月
甲
寅
条
）
、
隅
寺
毘
沙
門
像
の
下
に
出
現
し
た
と

い
う
仏
舎
利
を
祥
瑞
と
し
て
太
政
大
臣
禅
師
道
鏡
に
法
王
の
位
が
与
え
ら
れ
る

（
同
年
十
月
壬
寅
条
）
、
か
ね
て
親
王
名
を
削
ら
れ
て
い
た
不
破
内
親
王
は
、

さ
ら
に
「
積
悪
不
止
、
重
為
不
敬
」
と
し
て
厨
真
人
厨
女
の
姓
名
を
与
え
ら
れ

て
京
外
に
追
放
さ
れ
、
そ
の
子
氷
上
志
計
志
麻
呂
も
土
佐
国
に
流
さ
れ
る
（
神

護
景
雲
三
年
五
月
壬
辰
条
）
、
不
破
内
親
王
に
心
を
寄
せ
称
徳
天
皇
を
厭
魅
し

た
と
し
て
県
犬
養
姉
女
ら
が
配
流
さ
れ
る
（
同
年
同
月
丙
申
条
）
、
虚
偽
の
宇

佐
八
幡
神
の
託
宣
を
報
じ
た
と
し
て
和
気
清
麻
呂
は
大
隅
に
配
流
さ
れ
、
そ
の

姉
法
均
も
還
俗
せ
し
め
ら
れ
て
備
後
に
送
ら
れ
る
（
同
年
九
月
己
丑
条
）
な
ど

の
こ
と
が
あ
っ
た
。
権
限
行
使
の
保
留
の
意
志
に
変
化
は
な
い
と
し
て
も
、
周

囲
の
状
況
は
変
化
し
て
い
セ
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
諸
事
件
か
ら
も
推

定
さ
れ
る
。
如
上
の
保
護
を
求
め
た
要
因
も
、
そ
う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
応

さ
せ
な
が
ら
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
こ
の
宣
命
が
い
か
な
る
政
治
史
的
状
況
に
対
応
し
て
い
る
か
に
つ
い

（
鴫
）

て
は
、
こ
の
宣
命
の
発
布
の
時
期
の
再
検
討
を
も
含
め
て
、
別
の
機
会
に
私
見

を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
宣
命
の
内
部
に
踏
承
止
ま
っ

て
、
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
宣
命
の
論
理
が
、
「
王
法
正
論
品
」
の
引
用
を
仲
介

し
て
、
同
品
の
政
治
論
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と

に
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
宣
命
が
仏
教
に
求
め
た
保
護
は
、
ど
の
よ
う
な
論

理
を
前
提
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
を
解
明
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

ヲ
（
》
０

節
を
改
め
る
に
当
り
、
こ
の
宣
命
に
つ
い
て
最
後
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の

は
、
直
系
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
皇
統
を
も
っ
て
自
己
の
在
位
を
正
当
化
し
た

称
徳
天
皇
に
、
皇
位
を
継
承
さ
せ
る
べ
き
直
系
の
候
補
者
が
い
な
い
と
い
う
矛

盾
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
こ
の
宣
命
の
抱
え
る
根
本
的
な
矛
盾
で
あ
ろ
う

し
、
ま
た
先
に
列
挙
し
た
『
続
紀
』
各
条
の
伝
え
る
諸
事
件
の
根
本
的
要
因
と
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も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
に
述
べ
よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
う
し

た
矛
盾
が
い
か
な
る
論
理
に
よ
っ
て
糊
塗
さ
れ
よ
う
と
し
た
か
を
め
ぐ
っ
て
の

考
察
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

二
宜
命
に
お
け
る
『
最
勝
王
経
』
の
引
用

前
節
で
は
、
宣
命
を
概
観
し
、
そ
の
主
旨
や
基
調
と
な
る
考
え
方
な
ど
に
も

触
れ
て
お
い
た
が
、
『
最
勝
王
経
』
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
素
通

り
し
た
に
等
し
い
。
宣
命
に
典
拠
を
明
示
し
て
仏
典
を
引
用
し
た
こ
の
異
例
な

箇
所
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
私
見
を
述
べ
て
ゑ
た
い
。

こ
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
、
先
に
拙
稿
「
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年

（
肥
』

十
月
乙
未
朔
条
の
宣
命
に
お
け
る
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
引
用
」
に
お
い

て
、
思
想
史
的
考
察
の
た
め
の
準
備
作
業
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
以
下
に
そ

の
概
要
を
記
し
、
続
い
て
そ
の
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。

本
居
宣
長
の
『
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
は
、
こ
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
宣
命
起

草
者
に
よ
っ
て
偶
頌
計
十
一
句
が
八
句
に
仕
立
て
ら
れ
る
と
い
う
圧
縮
改
変
を

経
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
悪
を
為
す
者
に
ま
で

諸
天
の
加
護
が
あ
る
と
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
は
宣
命
起
草

者
の
失
考
で
は
な
い
か
と
し
た
。
引
用
は
極
め
て
短
い
が
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ

は
平
明
と
は
言
い
難
い
。
確
か
に
、
宣
長
を
し
て
「
こ
と
わ
り
背
き
て
う
ら
う

へ
也
」
と
言
わ
し
め
た
難
解
さ
を
内
包
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
最
勝
王
経
』

の
奈
良
朝
写
経
の
一
本
、
西
大
寺
本
や
、
同
経
の
注
釈
、
慧
沼
の
『
金
光
明
最

勝
王
経
疏
』
や
願
暁
ら
の
『
金
光
明
最
勝
王
経
玄
枢
』
な
ど
に
照
せ
ぱ
、
宣
長

の
圧
縮
改
変
引
用
説
（
仮
称
）
は
成
立
し
な
い
。
宣
命
起
草
者
は
、
当
時
通
行

し
て
い
た
同
経
か
ら
ほ
ぼ
忠
実
に
八
句
を
写
し
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
宣
長
が
、
悪
を
為
す
者
に
ま
で
諸
天
の
加
護
が
あ
る
と
す
る
の
は
不
合
理

で
あ
る
と
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
諸
注
釈
が
経
文
の
疑
義
と
し
て
取
り
上
げ
て

一
定
の
解
答
を
与
え
て
い
た
。
従
っ
て
、
宣
命
起
草
者
の
失
考
と
い
う
推
定
も

成
立
し
な
い
。

以
上
を
論
証
し
た
後
で
、
慧
沼
の
『
疏
』
や
願
暁
ら
の
『
玄
枢
』
、
そ
し
て

春
日
政
治
氏
が
平
安
朝
初
期
の
白
点
に
よ
っ
て
復
原
し
た
同
経
の
訓
読
文
を
参

照
し
つ
つ
引
用
の
解
釈
を
試
み
た
。

現
世
に
お
い
て
被
治
者
が
善
業
や
悪
業
を
為
す
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
に

は
、
現
世
に
お
い
て
、
諸
天
も
と
も
に
国
王
を
加
護
し
て
、
そ
の
善
報
や

悪
報
を
被
治
者
に
示
す
。
被
治
者
が
悪
業
を
為
し
て
も
、
国
王
が
禁
じ
た

り
制
止
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
こ
れ
は
正
し
い
真
理
に
従
う

こ
と
で
は
な
い
。
処
罰
す
る
こ
と
は
正
し
い
真
理
の
通
り
に
行
な
え
。

宣
長
は
、
悪
を
為
す
者
に
ま
で
諸
天
の
加
護
が
あ
る
と
い
う
の
は
不
合
理
で
あ

る
と
し
た
。
し
か
し
、
慧
沼
の
『
疏
』
や
願
暁
ら
の
『
玄
枢
』
に
よ
れ
ば
、
諸

天
の
国
王
に
対
す
る
加
護
の
不
変
性
、
言
い
換
え
れ
ば
、
両
者
の
強
い
結
び
付

き
が
釈
疑
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
諸
天
の
加
護
を
受
け
る
国
王

と
、
善
悪
の
諸
行
為
に
よ
っ
て
そ
の
報
を
受
け
る
被
治
者
と
が
区
別
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
こ
の
引
用
の
場
合
は
、
「
国
人
造
悪
業
」
以
下
の
四
句
が
続
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
被
治
者
と
そ
れ
に
対
時
す
る
諸
天
、
国
王
と
い
う
図
式
が
明
瞭

に
な
る
。
以
上
よ
り
、
宣
命
の
引
用
は
、
諸
天
の
国
王
に
対
す
る
加
護
を
前
提

と
し
、
そ
の
加
護
の
下
で
、
国
王
に
被
治
者
の
悪
業
を
怠
り
な
く
処
罰
せ
よ
と

促
し
た
、
い
わ
ば
国
王
に
対
す
る
訓
戒
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
宣
命

は
こ
う
し
た
訓
戒
を
引
用
し
、
そ
の
主
旨
の
と
お
り
に
「
汝
等
乎
教
導
久
」
と
宣

言
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
用
文
中
の
「
悪
業
」
と
は
、
称
徳
天
皇
に
忠
誠

四



を
尽
す
こ
と
な
く
、
そ
の
掌
中
の
権
限
を
侵
犯
す
る
こ
と
を
指
す
こ
と
と
な
ろ

う
。
従
っ
て
、
諸
天
の
「
護
持
」
の
対
象
は
、
こ
こ
で
は
特
に
皇
位
継
承
を
め

ぐ
る
権
限
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

引
用
自
体
の
解
釈
や
、
宣
命
の
中
で
の
解
釈
は
、
ほ
ぼ
以
上
の
通
り
と
考
え

ら
れ
る
が
、
し
か
し
こ
の
引
用
に
は
訓
読
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
そ
れ
は
恐
ら

く
棒
読
承
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
宣
命
は
引
用
の
内
容
の
伝
達
ま
で

意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
聰
く
者
の
す
べ
て
に
そ
れ
が
伝
わ
っ
た
の
で
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
宣
命
を
受
け
る
者
に
は
、
「
王
法
正
論
品
」
ま
た
は

『
最
勝
王
経
』
全
巻
を
「
尊
備
拝
美
読
調
之
奉
」
っ
た
と
い
う
称
徳
天
皇
の
尋
常

な
ら
ざ
る
帰
依
振
り
と
、
棒
読
み
さ
れ
た
経
文
ど
お
り
の
教
導
の
あ
る
ら
し
い

こ
と
と
が
理
解
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

拙
稿
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
最
後
に
引
用
は
棒
読
承
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
と
し
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
内
容
の
伝
達
を

意
図
し
な
い
棒
読
み
に
よ
る
引
用
に
、
何
程
の
意
味
が
あ
る
か
と
い
う
疑
問
が

当
然
出
て
来
よ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。
称
徳
天
皇
は
、
宣
命
の
聴
き
手
に
対
し
て
は
、
自
己
の
経
典
に
対
す
る
並

並
な
ら
ぬ
帰
依
振
り
と
、
経
文
ど
お
り
の
教
導
を
行
う
意
志
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
同
時
に
、
諸
天
に
対
し
て
は
、
経
文
ど
お
り
の
教
導
を
宣
言
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
加
護
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
殊
更
に
聴
き
手
の
前

で
そ
れ
を
求
め
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。
経
文
の
引
用
を
捧
読
承
す
る
こ
と
に

は
、
そ
れ
自
体
に
呪
術
的
威
嚇
的
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

同
時
に
そ
の
よ
う
な
演
出
の
意
図
も
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
た
と
え
棒
読
み
さ
れ
た
と
し
て
も
、
引
用
は
け
っ
し

て
見
当
外
れ
の
箇
所
を
抽
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
宣
命
の
主
旨
に
沿
っ
た

箇
所
が
抽
出
さ
れ
、
ま
た
し
か
る
べ
き
所
に
象
嵌
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
従

っ
て
こ
の
引
用
は
、
仏
教
的
諸
神
性
の
加
護
を
求
め
、
そ
の
下
で
諸
臣
ら
の

「
悪
業
」
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
称
徳
天
皇
に
と
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
誓
願
に

等
し
い
意
味
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
果
し
て
称
徳
天
皇
の
望
む
加
護
は
得
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
単
な
る
演

出
に
止
ま
り
、
は
じ
め
か
ら
加
護
な
ど
は
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
先
交
代
、
先
代
の
天
皇
の
詔
に
在
位
や
権
限
掌
握
の
正
当
性
の
根
拠
を
求

め
、
同
時
に
仏
教
に
対
し
て
も
厚
い
保
護
を
求
め
た
の
が
こ
の
宣
命
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
保
護
を
求
め
る
回
路
は
、
『
最
勝
王
経
』

「
王
法
正
論
品
」
と
の
間
に
通
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
に
お
い
て
こ

の
点
を
考
察
し
て
ゑ
た
い
。

三
「
王
法
正
論
品
」
と
宜
命

称
徳
天
皇
の
宣
命
に
お
い
て
、
自
己
の
在
位
と
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
権
限
と

に
対
す
る
加
護
が
、
諸
天
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、

で
は
そ
の
よ
う
な
加
護
は
果
し
て
得
ら
れ
る
の
か
。
加
護
を
得
る
た
め
に
必
要

な
条
件
は
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
が
本
節
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
「
王

法
正
論
品
」
と
宣
命
と
の
論
理
的
連
関
の
有
無
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

「
王
法
正
論
品
」
は
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
護
国
経
典
た
ら
し
め
る
う

え
で
は
、
「
四
天
王
観
察
人
天
品
」
や
「
四
天
王
護
国
品
」
と
と
も
に
極
め
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
仏
教
に
お
け
る
帝
王
学
と
も
称
す

べ
き
政
治
思
想
が
開
陳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
王
法
正
論
品
」
に
示
さ
れ
た
政

治
思
想
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
少
な
か
ら
ざ
る
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
い
ま

だ
に
論
じ
尽
さ
れ
な
い
点
や
異
論
を
さ
し
は
さ
む
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

三
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（
Ⅳ
）

う
し
た
見
地
よ
り
、
「
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
「
王
法
正
論
品
」
覚
書
」

と
題
す
る
拙
稿
を
作
成
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
そ
の
要
点
を
当
面
必
要

な
も
の
に
限
っ
て
記
し
て
お
き
た
い
。
要
約
が
や
や
長
き
に
わ
た
る
の
で
、
予

め
私
見
の
結
論
を
先
取
り
し
て
言
う
な
ら
ば
、
「
王
法
正
論
品
」
立
品
の
主

旨
、
す
な
わ
ち
こ
の
品
の
担
う
役
割
は
、
望
承
得
る
限
り
に
お
い
て
最
も
権
威

あ
る
王
権
擁
護
論
を
提
供
し
て
既
存
の
王
国
を
承
認
し
、
併
せ
て
国
王
に
は
菩

薩
行
の
精
神
を
浸
透
さ
せ
た
支
配
を
要
求
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
品
の
中
核
と
な
る
の
は
、
四
天
王
の
問
に
促
さ
れ
て
、
天
界
の
最
高

神
た
る
梵
天
が
「
治
国
法
」
を
説
い
た
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
四
天
王
の
問

（
Ｌ
）
、
梵
天
の
答
の
前
半
（
２
）
、
同
じ
く
そ
の
後
半
（
＆
）
の
三
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
順
次
そ
の
内
容
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

（
Ｌ
）
発
問
者
で
あ
る
四
天
王
に
つ
い
て
は
、
「
四
天
王
観
察
人
天
品
」
「
四

天
王
護
国
品
」
に
お
い
て
「
護
世
者
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
の
流
布
の

た
め
に
、
ま
た
自
ら
も
流
布
の
功
徳
に
預
か
る
た
め
に
と
、
す
な
わ
ち
自
利
、

利
他
両
行
の
実
践
者
と
し
て
人
間
界
に
加
護
を
垂
れ
る
神
性
で
あ
る
。
彼
ら
は

こ
の
品
に
至
っ
て
次
の
よ
う
な
問
を
発
し
た
。

梵
主
最
勝
尊
。
天
中
大
自
在
。

願
哀
感
我
等
。
為
断
諸
疑
惑
。

云
何
処
人
世
。
而
得
名
為
天
。

復
以
何
因
縁
。
号
名
日
天
子
。

云
何
生
人
間
。
独
得
為
人
主
。

云
何
在
天
上
。
復
得
作
天
王
。

四
天
王
は
、
彼
ら
の
加
護
の
対
象
の
一
人
で
あ
る
国
王
に
つ
い
て
疑
義
を
四
点

挙
げ
て
、
梵
天
に
解
答
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
疑
義
四
項
は
、
国
王
に
付
さ
れ

一
二
一
ハ

る
呼
称
の
由
来
を
問
う
前
二
項
と
、
人
天
二
世
界
の
支
配
者
と
な
る
由
来
を
問

う
後
ろ
二
項
と
か
ら
成
る
。
四
天
王
は
、
人
間
界
の
国
王
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の

特
殊
性
が
天
界
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
あ
る
も
の
と
見
て
、
そ
の
由
来
を
間

う
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
王
の
天
界
の
者
と
の
親
近
性
、
類
同
性
は
何
に
由
来

す
る
の
か
、
ま
た
他
の
人
間
界
の
者
に
対
す
る
超
絶
性
は
何
に
由
来
す
る
の

か
。
こ
れ
が
四
天
王
の
問
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
王
の
下
に
形
成
さ

れ
る
王
国
の
秩
序
の
源
泉
が
、
天
界
に
結
び
付
け
て
説
か
れ
る
国
王
の
権
威
に

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
結
び
付
き
は
何
に
由
来
す
る
の
か
、
四
天
王
は
こ
の
点

を
間
う
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
四
天

王
ら
の
加
護
が
、
国
王
の
権
威
と
王
国
の
秩
序
を
是
認
し
つ
つ
王
国
を
対
象
と

し
て
行
わ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
王
国
を
対
象
と
す
る
こ
と
の
正
当
性
は
何
に

求
め
ら
れ
る
の
か
、
国
王
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
差
別
の
諸
相
を
是
認
し
つ
つ

行
わ
れ
る
加
護
の
正
当
性
は
何
に
求
め
ら
れ
る
の
か
、
こ
う
し
た
「
護
世
者
」

の
深
刻
な
困
惑
を
秘
め
た
問
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
梵
天
の
答
の
前
半
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

由
先
善
業
力
。
生
天
得
作
王
。

若
在
於
人
中
。
統
領
為
人
主
。

諸
天
共
加
護
。
然
後
入
母
胎
。

既
至
母
胎
中
。
諸
天
復
守
護
。

雌
生
在
人
世
。
尊
勝
故
名
天
。

由
諸
天
護
持
。
亦
得
名
天
子
。

こ
の
部
分
は
、
四
天
王
の
問
が
四
項
か
ら
成
っ
て
い
た
の
に
対
応
し
て
、
や
は

り
四
項
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
、
諸
天
の
加
護
が
あ
る
か
ら
「
天
」

「
天
子
」
の
称
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
前
世
の
積
善
に
よ
っ
て
「
人
主
」



「
天
王
」
の
位
が
得
ら
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
前
世
の
積
善
と
、
恐
ら
く
そ

れ
に
継
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
諸
天
の
加
護
と
の
二
つ
が
、
天
界
に
結
び
付
け
て

説
か
れ
る
国
王
の
権
威
を
保
証
す
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
世
の
積
善
、

諸
天
の
加
護
と
い
う
い
わ
ば
王
位
獲
得
の
た
め
の
二
条
件
が
示
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
王
の
権
威
及
び
そ
れ
を
前
提
と
し
て
形
成
さ
れ
る
王
国
の
秩
序
は

保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
四
天
王
ら
諸
天
の
加
護
の
対
象
が
国
王
や
王

国
と
な
る
こ
と
の
正
当
性
も
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
梵

天
の
答
の
後
ろ
二
項
に
諸
天
の
加
護
が
あ
る
か
ら
「
天
」
「
天
子
」
の
称
が
与

え
ら
れ
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
か
ら
加
護
に
赴
こ
う
と
す
る
四
天
王
ら
に

向
け
て
の
答
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
答
の
後
ろ
二
項
は
、
発
問

者
で
あ
る
四
天
王
や
天
界
の
者
以
外
の
者
、
国
王
を
は
じ
め
と
す
る
人
間
界
の

者
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

梵
天
の
示
し
た
、
国
王
た
る
者
の
備
え
る
べ
き
二
条
件
と
は
、
も
と
よ
り
人

間
界
の
者
に
は
検
証
が
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
二
条
件
の
具
備
は
、
す
で
に

国
王
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
証
明
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ

て
、
梵
天
の
答
は
す
で
に
王
位
に
あ
る
者
と
そ
の
下
に
作
ら
れ
た
王
国
を
承
認

す
る
機
能
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
二
条
件
が
示

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
王
の
超
絶
性
が
保
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
天
界

と
の
結
び
つ
き
を
前
提
と
し
て
「
統
領
」
す
る
者
と
し
か
ら
ざ
る
者
と
は
峻
別

さ
れ
、
後
者
に
対
し
て
は
、
こ
の
「
王
法
正
論
品
」
の
名
の
下
に
「
統
領
」
す

る
者
へ
の
忠
誠
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
王
国
内
部
の
臣
従
者
の
倫
理

規
定
が
派
生
し
て
来
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
梵
天
の
答
に
は
「
先
」
「
母
」
の
二
字
が
見
え
る
が
、
「
先
」
と
は
明

ら
か
に
転
生
と
い
う
考
え
方
を
前
提
と
し
た
文
字
の
使
用
で
あ
る
。
積
善
と
即

位
と
の
間
に
は
、
必
ず
一
回
以
上
の
転
生
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

王
家
へ
の
誕
生
が
即
位
の
条
件
と
さ
れ
か
か
っ
て
い
る
。
王
朝
の
交
代
が
否
定

さ
れ
か
か
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
母
」
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

こ
こ
で
は
人
間
界
の
母
一
般
を
指
す
の
で
あ
り
、
心
ず
し
も
国
王
の
妻
を
特
定

し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
品
の
冒
頭
の
長
行
（
散
文
）
の
部
分
の
記
述
に

照
せ
ぱ
、
国
王
の
妻
に
限
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
品
の
中
心
部
分
で

あ
る
四
天
王
と
梵
天
と
の
問
答
は
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
か
つ
て
人
間

界
の
三
代
続
い
た
国
王
の
間
で
口
承
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
祖
父
ｌ
父
Ｉ
子
の

間
柄
に
あ
る
三
人
の
王
が
王
統
の
維
持
を
目
的
と
し
て
天
部
の
問
答
を
伝
承
し

た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
梵
天
の
説
い
た
「
王
法
正
論
」
に
依
っ
た
が
た

め
に
、
結
果
的
に
王
統
が
維
持
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
長
行
に

照
せ
ぱ
、
「
母
」
は
国
王
の
妻
に
限
定
さ
れ
、
こ
こ
に
王
朝
の
交
代
は
完
全
に

否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
世
襲
王
権
擁
護
論
が
説
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
ま
た
先
の
国
王
た
る
者
の
備
え
る
べ
き
二
条
件
に
は
、
さ
ら
に
王
家
へ

の
誕
生
の
一
項
が
追
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
要
す
る
に
、
梵
天
は
四
天
王
の
問
に
答
え
て
、
は
じ
め
に
王
国
の
秩

序
を
擁
護
す
る
政
治
論
の
根
本
原
則
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
王
法
正
論

品
」
の
偶
頌
全
七
十
三
頌
の
中
の
わ
ず
か
三
頌
か
ら
成
る
答
の
持
つ
意
味
は
極

め
て
重
大
で
あ
ろ
う
。
四
天
王
ら
諸
天
の
人
間
界
へ
の
加
護
は
、
王
国
に
向
け

て
王
国
を
擁
護
す
る
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
次
に
触
れ

る
よ
う
に
、
梵
天
の
答
の
後
半
で
は
、
国
王
に
対
し
て
、
諸
天
の
加
護
の
下
で

菩
薩
行
の
実
践
に
努
め
る
こ
と
を
強
く
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
菩

薩
行
は
、
王
国
の
秩
序
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
に
規
制
さ
れ
つ
つ
実
践
さ
れ
る

こ
と
と
な
ろ
う
。

七



（
＆
）
梵
天
の
答
の
後
半
で
は
、
は
じ
め
に
国
王
が
諸
天
の
加
護
の
下
に
あ

る
こ
と
が
説
か
れ
、
国
王
に
対
し
て
諸
天
の
教
化
に
加
わ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
諸
天
の
教
化
と
は
、
人
間
界
の
者
に
修
善
を
勧
め
、
窮
極
的
に
は
天
界
に

上
昇
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
教
化
者
と
し
て
国
王
の
為

す
べ
き
こ
と
は
、
「
正
理
」
に
基
づ
く
信
賞
必
罰
で
あ
る
。
ま
た
国
王
に
は
、

「
於
親
及
非
親
。
平
等
観
一
切
」
る
、
す
な
わ
ち
平
等
を
旨
と
す
る
支
配
が
求

め
ら
れ
、
被
治
者
に
十
善
を
勧
め
十
悪
を
制
止
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
「
不
順
諸
天
教
。
及
以
父
母
言
。
此
是
非
法
人
。
非
王
非
孝

子
」
と
さ
れ
、
諸
天
や
国
王
の
父
母
に
従
順
で
あ
る
こ
と
も
要
求
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
梵
天
の
答
の
後
半
で
は
、
こ
の
よ
う
な
要
求
を
散
り
ぱ
め
つ
つ
、
要

求
の
不
履
行
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
諸
災
厄
を
列
挙
し
て
い
る
。
諸
災
厄
を

列
挙
し
て
要
求
の
履
行
を
強
く
促
す
一
方
で
、
こ
こ
に
説
か
れ
た
支
配
が
実
現

さ
れ
た
暁
に
は
、
国
王
に
「
法
王
」
の
美
称
が
与
え
ら
れ
、
諸
天
の
加
護
も
永

続
し
、
王
国
の
繁
栄
も
約
束
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
前
半
で
王
位

獲
得
の
条
件
が
示
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
王
位
維
持
の
条
件
が
説
か
れ
た
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
王
位
維
持
の
条
件
と
は
、
菩
薩
行
の
実
践
と
一

括
さ
れ
よ
う
。

こ
れ
ま
で
見
て
来
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
れ
ば
、
梵
天
は
、
王
位
獲
得
に
必
要

な
条
件
を
示
し
て
、
既
存
の
王
国
を
擁
護
す
る
政
治
論
の
根
本
原
則
を
提
供

し
、
続
い
て
王
位
維
持
の
条
件
を
示
し
て
、
菩
薩
行
の
実
践
を
要
求
し
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
の
後
者
、
す
な
わ
ち
国
王
に
菩
薩
行
の
実
践
を
要
求

し
た
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
経
の
「
序
品
」
よ
り
「
依
空
満
願
品
」
に
至
る
ま

で
の
十
品
に
照
せ
ぱ
す
で
に
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
改
め

て
一
品
を
立
て
る
ま
で
も
な
い
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
ら
ぱ
、
こ
の

一
品
が
殊
更
に
立
て
ら
れ
た
の
は
、
王
権
擁
護
論
を
提
供
し
王
国
の
存
在
を
承

認
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
こ
の
品
の
中
核
を
形
成

す
る
の
は
四
天
王
、
梵
天
の
問
答
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
天
部
の
問
答
は
人
間
界

の
三
代
続
い
た
国
王
の
間
で
口
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
品
に

よ
れ
ば
、
国
王
の
間
で
口
承
さ
れ
た
「
王
法
正
論
」
は
、
堅
牢
地
神
の
請
問
に

応
じ
て
釈
迦
如
来
が
説
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
品
に
は
、
過

剰
と
も
見
え
る
三
重
の
構
成
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
構
成
が

施
さ
れ
た
結
果
、
こ
の
品
の
説
主
は
、
天
部
で
も
な
く
人
間
界
の
国
王
で
も
な

く
、
仏
に
帰
着
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
王
権
擁

護
論
の
提
供
も
、
最
終
的
に
仏
自
身
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
、
こ
の

品
は
、
い
わ
ば
望
承
得
る
限
り
に
お
い
て
最
も
権
威
あ
る
王
権
擁
護
論
を
提
供

し
既
存
の
王
国
を
承
認
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
が
拙
稿
の
要
点
の

摘
記
で
あ
る
。

以
下
に
「
王
法
正
論
品
」
と
宣
命
と
の
対
比
を
試
み
た
い
。
ま
ず
は
じ
め

に
、
梵
天
の
答
の
前
半
、
す
な
わ
ち
王
位
獲
得
に
必
要
な
条
件
を
挙
げ
た
部
分

と
宣
命
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
王
位
の
獲
得
に

は
、
前
世
の
積
善
と
諸
天
の
加
護
と
が
必
要
条
件
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
こ

の
品
の
冒
頭
の
長
行
に
照
せ
ぱ
、
王
家
へ
の
誕
生
の
一
項
が
こ
れ
に
付
加
さ
れ

る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
も
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
の
直
系
子
と
し

て
譲
位
を
受
け
た
称
徳
天
皇
が
、
以
上
の
条
件
を
完
備
し
て
い
る
と
の
認
識

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
動
か
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
三
条
件
の
う
ち
前

二
つ
は
、
即
位
を
も
っ
て
し
か
そ
の
具
備
が
証
明
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
り
、

元
来
そ
れ
は
在
位
の
正
当
性
を
保
障
す
べ
く
並
べ
ら
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な

い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
照
せ
ぱ
最
早
自
明
の
こ
と
と
し
て
、
称
徳
天
皇

八



は
諸
天
の
加
護
の
下
に
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
先
述
の
と
お
り
、

右
の
前
二
つ
の
条
件
は
、
王
国
内
部
の
君
臣
秩
序
を
め
ぐ
る
規
定
を
派
生
さ
せ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
宣
命
が
君
た
る
自
己
へ
の
忠
誠
を
強
く
求
め

て
い
る
の
も
、
そ
れ
に
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宣
命
は

権
限
の
有
無
に
お
い
て
君
臣
の
別
を
強
調
し
て
い
た
が
、
梵
天
の
答
は
、
王
位

獲
得
の
条
件
の
有
無
に
お
い
て
両
者
の
別
を
説
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ

は
君
主
の
掌
握
す
る
権
限
に
言
及
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
梵
天
の
答
の
前

半
部
分
は
、
在
位
の
正
当
性
を
保
障
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
掌
握
す
る
権
限

の
保
護
が
こ
こ
か
ら
直
ち
に
得
ら
れ
る
と
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。
も
と
よ

り
何
の
権
限
も
伴
わ
な
い
王
位
な
ど
は
有
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
在
位
の

正
当
性
を
保
障
す
る
こ
と
が
、
保
有
す
る
権
限
の
保
護
を
も
当
然
含
む
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
保
護
を
受
け
る
権
限
が
い
か
な
る
も
の
か
、
こ
こ
に

は
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
宣
命
が
強
調
す
る
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る

権
限
が
保
護
の
対
象
に
含
ま
れ
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

称
徳
天
皇
に
は
皇
位
を
委
ね
る
べ
き
直
系
者
が
い
な
い
。
王
位
を
委
ね
る
べ
き

直
系
者
の
不
在
に
つ
い
て
、
こ
の
部
分
は
何
も
説
い
て
い
な
い
。
要
す
る
に
手

中
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
こ
の
部
分
は
何
ら
有
効
な
保
護
の
手
を
差
し
伸
べ
て

く
れ
な
い
の
で
あ
る
。

皇
位
の
継
承
を
め
ぐ
る
権
限
の
掌
握
を
強
調
し
た
称
徳
天
皇
に
と
っ
て
は
、

梵
天
の
答
の
前
半
部
分
は
、
権
限
の
保
護
に
有
効
な
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る

も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
同
様
の
こ
と
は
、
先
に
触
れ
た
「
君

臣
祖
子
乃
理
」
に
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
臣
下
の
君
主
へ
の
忠
誠
を
美

徳
と
す
る
点
に
お
い
て
君
臣
の
別
を
強
調
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が

直
ち
に
権
限
の
有
無
に
お
い
て
君
臣
の
別
を
説
く
こ
と
に
も
な
る
と
は
言
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
「
君
臣
祖
子
乃
理
」
の
場
合
も
、
君
主
が
い
か
な
る
権
限
を
保

有
す
る
か
に
ま
で
配
慮
が
及
ん
で
い
る
と
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
直

系
者
の
不
在
や
皇
太
子
の
不
在
と
い
う
事
態
に
対
す
る
処
置
を
準
備
す
る
も
の

と
は
な
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
次
の
皇
位
継
承
者
を
決
定
す
る
権
限
に
つ
い
て

は
、
聖
武
天
皇
の
詔
の
引
用
の
第
三
に
明
言
さ
れ
て
い
る
以
外
に
、
「
王
法
正

論
品
」
の
梵
天
の
答
の
前
半
や
、
「
君
臣
祖
子
乃
理
」
に
は
、
そ
の
保
護
を
求

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
次
に
、
梵
天
の
答
の
後
半
、
す
な
わ
ち
王
位
維
持
の
条
件
を
挙
げ
た
部

分
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
と
お
り
、
こ
こ
に
は
諸
天
の
加
護
の
下

で
、
教
化
者
と
し
て
菩
薩
行
の
精
神
を
浸
透
さ
せ
た
支
配
を
行
う
べ
き
こ
と
が

説
か
れ
て
い
る
。
宣
命
に
は
聖
武
天
皇
の
詔
が
引
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
第

二
番
目
に
は
、
仏
教
の
保
護
、
興
隆
、
慈
悲
の
政
治
を
行
う
べ
き
こ
と
が
命
じ

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
宣
命
は
、
『
最
勝
王
経
』
を
引
用
の
後
、
自
己
の
願
う
と

こ
ろ
は
、
諸
臣
ら
に
お
け
る
今
生
の
栄
達
と
後
世
の
得
楽
と
で
あ
る
と
説
い

て
、
自
己
を
教
化
者
と
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
聖
武
天
皇
の
詔
を
薄
守

し
、
教
化
者
と
し
て
諸
臣
ら
を
教
導
す
る
こ
と
は
、
梵
天
の
答
の
後
半
に
説
く

と
こ
ろ
と
矛
盾
し
な
い
。
否
む
し
ろ
合
致
し
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

さ
ら
に
こ
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、
宣
命
の
異
例
と
も
言
う
べ
き
構
成
で
あ

る
。
宣
命
の
半
ば
近
く
を
占
め
て
い
る
の
が
元
正
、
聖
武
両
天
皇
の
詔
の
引
用

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
引
用
に
お
い
て
、
称
徳
天
皇
の
在
位
の
正
当
性
と
、
次

の
皇
位
継
承
者
決
定
の
権
限
を
掌
握
す
る
こ
と
の
正
当
性
と
が
説
か
れ
て
い

た
。
従
っ
て
、
在
位
と
権
限
掌
握
と
は
、
両
天
皇
の
遺
志
に
沿
う
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
ま
た
、
宣
命
の
後
半
を
見
る
と
、
称
徳
天
皇
は
両
天
皇
の
詔
を
遵
守

す
る
と
説
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え
よ
う
。
多
少
の
潤
色
が
加
え
ら
れ
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て
は
い
る
も
の
の
、
要
す
る
に
両
天
皇
の
詔
を
反
復
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
う
し
た
宣
命
の
前
半
と
後
半
と
の

対
応
に
着
目
す
れ
ば
、
先
に
も
引
用
し
た
「
王
法
正
論
品
」
の
第
五
十
一
頌
が

注
目
す
べ
き
箇
所
と
し
て
浮
び
上
が
っ
て
来
る
。
そ
れ
は
読
み
方
に
よ
っ
て
は

第
五
十
頌
と
一
続
き
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
改
め
て
二
頌
を
並
べ
て

引
用
し
て
み
た
い
。

若
王
見
国
人
。
縦
其
造
過
失
。

三
十
三
天
衆
。
皆
生
熱
悩
心
。

不
順
諸
天
教
。
及
以
父
母
言
。

（
肥
）

此
是
非
法
人
。
非
壬
非
孝
子
。

ち
な
象
に
、
春
日
政
治
氏
が
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
付
せ
ら
れ
た

白
点
に
よ
っ
て
復
原
し
た
訓
読
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ゆ
る

若
王
い
国
人
の
其
の
過
失
造
る
を
縦
せ
ら
む
と
き
に
は
、
三
十
三
天
の

衆
皆
熱
悩
の
心
を
生
せ
む
と
見
る
に
、
諸
の
天
の
教
に
も
及
以
父
母

の
言
に
も
、
順
は
ず
な
り
な
む
。
此
は
是
れ
非
法
の
人
に
し
て
王
に
も

（
四
）

非
ず
孝
子
に
も
非
ず
な
り
な
む
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
第
五
十
一
頌
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
諸
天
や
父
母
に
対

す
る
従
順
を
国
王
に
強
く
求
め
る
こ
と
に
あ
る
が
、
第
五
十
頌
と
接
続
さ
せ
れ

ば
、
諸
天
や
父
母
に
従
順
で
あ
る
こ
と
と
は
、
「
国
人
」
の
「
過
失
」
す
な
わ

ち
被
治
者
の
悪
業
に
厳
し
い
態
度
で
臨
む
こ
と
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
頌

に
い
わ
ゆ
る
「
国
人
」
の
「
過
失
」
や
「
諸
天
教
」
、
そ
し
て
「
父
母
言
」
と

は
何
を
指
す
の
か
、
そ
れ
は
こ
の
二
頌
の
み
な
ら
ず
、
「
王
法
正
論
品
」
の
全

体
を
通
じ
て
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
語
の
内
容
が
明
確
に
さ
れ
な
い
ま
ま
で

諸
天
や
父
母
へ
の
従
順
、
す
な
わ
ち
被
治
者
の
悪
業
に
対
す
る
厳
し
い
姿
勢
が

要
求
さ
れ
て
い
る
。
語
の
内
容
の
決
定
は
、
そ
の
す
べ
て
と
は
言
わ
な
い
ま
で

も
、
か
な
り
の
程
度
に
お
い
て
こ
の
品
の
信
奉
者
す
な
わ
ち
国
王
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
は
、
具
体
的
な
政
治
論
を
説
く
か
に
見
せ
つ

つ
、
し
か
し
少
し
も
そ
れ
に
触
れ
な
い
「
王
法
正
論
品
」
の
全
体
に
つ
い
て
も

言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
菩
薩
行
の
精
神
を
体
し
た
支
配
を
い
か
に
行
う
か
は
、

ほ
ぼ
完
全
に
国
王
の
意
志
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

理
解
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
頌
は
称
徳
天
皇
の
宣
命
を
包
み
込
ん
で
な

お
余
り
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
皇
位
の
継
承
を
め
ぐ
る

権
限
の
掌
握
は
父
、
聖
武
天
皇
の
詔
に
よ
る
と
し
て
、
権
限
の
侵
犯
に
は
厳
罰

を
も
っ
て
臨
む
と
し
た
宣
命
の
論
法
、
そ
し
て
そ
の
構
成
は
、
こ
の
二
頌
の
説

く
と
こ
ろ
に
合
致
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
果
し
て
単
な
る
偶
然
の
一
致
に
過
ぎ

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
右
の
第
五
十
頌
が
裏
返
し
に
説
く
と
こ
ろ
は
、
宣

命
の
引
用
の
後
半
の
一
頌
、
「
国
人
造
悪
業
。
王
者
不
禁
制
。
此
非
順
正
理
。

治
績
当
如
法
」
に
一
致
す
る
。
こ
れ
も
果
し
て
偶
然
の
一
致
と
し
て
片
付
け
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
宣
命
の
立
案
者
の
念
頭
に
は
こ
の
二
頌
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
の
対
応
に
お
い
て
宣
命
へ
の
引
用
箇
所
が
選
択

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
先
々
代
、
先
代
の
両
天
皇
の
詔
が
引
用
さ
れ

て
、
こ
こ
に
宣
命
の
基
本
的
な
構
成
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、

こ
の
二
蛾
を
中
心
と
し
た
「
王
法
正
論
品
」
と
宣
命
と
の
以
上
の
よ
う
な
対
応

を
、
こ
の
品
を
ま
た
は
『
最
勝
王
経
』
の
全
巻
を
「
尊
備
拝
美
読
調
之
奉
」
っ
た

と
自
ら
言
う
称
徳
天
皇
が
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
宣
命
は
「
王
法
正
論
品
」
の
説
く
と
こ
ろ
に

合
致
さ
せ
る
意
図
の
下
に
作
成
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
従
っ
て
、
諸
天

の
加
護
を
得
る
た
め
の
回
路
が
通
じ
て
い
た
と
ひ
と
ま
ず
は
言
え
る
で
あ
る

四
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う
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
直
系
者
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
自
己
の
在
位
の

正
当
性
を
求
め
る
称
徳
天
皇
に
、
皇
位
を
委
ね
る
べ
き
直
系
者
が
い
な
い
と
い

う
矛
盾
も
、
一
層
明
瞭
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
も
そ
の
よ
う
な

矛
盾
を
抱
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
父
、
聖
武
天
皇
の
詔
な
ど
を
振
り

か
ざ
し
つ
つ
諸
天
の
加
護
を
求
め
る
な
ど
と
い
う
複
雑
な
努
力
は
、
そ
も
そ
も

不
必
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
矛
盾
を
覆
い
隠

す
べ
く
最
大
限
に
自
己
の
権
限
掌
握
の
正
当
性
を
強
調
す
る
、
同
時
に
、
諸
天

の
加
護
を
求
め
て
そ
の
回
路
を
設
定
す
る
、
そ
の
た
め
の
努
力
の
産
物
が
こ
の

宣
命
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
で
は
そ
の
努
力
は
報
い
ら
れ
た

の
か
、
矛
盾
は
十
分
に
覆
い
隠
さ
れ
、
宣
命
を
受
け
る
側
が
説
得
に
屈
し
た
の

か
と
い
う
問
題
が
、
こ
こ
に
浮
び
上
が
っ
て
来
る
が
、
そ
の
解
明
は
こ
の
宣
命

の
象
に
依
っ
て
は
為
し
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お

き
た
い
。

最
後
に
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
点
付
け

加
え
て
お
き
た
い
。
曇
無
識
訳
『
金
光
明
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
金
光
明
経
典

（
仮
称
）
は
、
日
本
に
お
い
て
も
七
世
紀
後
半
以
降
、
重
用
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
特
に
護
国
的
機
能
に
対
す
る
期
待
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
れ
は
誤
り
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
と
こ
ろ

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
護
国
と
か
鎮
護
国
家
と
言
う
よ
り
も
も
っ
と
直
接
的

に
、
護
王
と
か
王
権
擁
護
の
機
能
に
期
待
す
る
依
用
も
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
君
、
臣
、
民
、
国
土
の
擁
護
が
こ
れ
ら
の
経
典
に
強
調
さ
れ
て
い
る

（
加
）

こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
君
主
と
臣
下
と
を
切
り
離
し
つ
つ
王
位
や

君
臣
秩
序
を
擁
護
す
る
機
能
が
あ
る
こ
と
も
明
確
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

う
し
た
支
配
者
層
内
部
の
秩
序
を
擁
護
す
る
機
能
に
期
待
す
る
依
用
も
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
も
よ
か
ろ
う
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
宣

命
は
、
そ
う
し
た
依
用
の
一
例
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
そ
う
し
た
王
位
や
君
臣
秩
序
を
擁
護
す
る
機
能
へ
の
期
待
や
そ
れ
に
基

づ
く
依
用
が
、
称
徳
天
皇
一
代
限
り
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
否
か
が
当
然
問
題

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
宣
命
は
、
後
嗣
を
持
た
な
い
女
帝
が

発
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
極
め
て
特
殊
な
例
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

見
ら
れ
る
如
上
の
期
待
や
依
用
は
普
遍
化
さ
れ
得
な
い
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
問
題
は
、
四
天
王
な
ど
の
人
間
界
を
加
護
す
る
と
さ
れ
る
諸
神
性

に
対
す
る
信
仰
の
内
容
や
、
そ
の
発
生
、
展
開
及
び
背
景
の
検
討
等
々
、
多
方

面
に
わ
た
る
検
討
か
ら
解
答
を
導
き
出
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し

て
お
き
た
い
。

た
だ
し
、
ま
だ
仮
説
の
域
を
出
な
い
が
、
現
時
点
で
言
え
る
の
は
、
如
上
の

期
待
や
依
用
は
、
称
徳
天
皇
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
聖
武
天
皇
一
家
の
も

の
と
し
て
称
徳
天
皇
が
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
続

紀
』
天
平
十
三
年
三
月
乙
巳
条
に
掲
げ
ら
れ
た
著
名
な
国
分
寺
創
建
の
詔
に

（
皿
）

は
、
『
最
勝
王
経
』
「
滅
業
障
品
」
の
摘
句
補
綴
に
よ
る
引
用
が
あ
る
。
こ
の

引
用
は
、
こ
の
品
の
中
の
、
経
典
の
流
布
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
四
種
の
国

土
の
利
益
（
国
王
、
大
臣
輔
相
、
沙
門
婆
羅
門
、
人
民
そ
れ
ぞ
れ
が
得
る
利

益
）
を
列
挙
し
た
箇
所
の
第
一
、
国
王
が
得
る
利
益
を
説
い
た
部
分
か
ら
抽
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
滅
業
障
品
」
に
説
か
れ
る
国
士
の
利
益
を
敷
桁
、
強
調

し
た
の
が
、
後
出
の
「
四
天
王
観
察
人
天
品
」
や
「
四
天
王
護
国
品
」
そ
し
て

（
”
）

「
王
法
正
論
品
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
護
国
の
機
能
の
中
で
も
、
と
り
わ

け
国
王
の
擁
護
に
期
待
す
る
信
奉
の
所
在
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
滅
業
障
品
」
の
四
種
の
国
士
の
利
益
の
列
挙
さ
れ
た
箇
所
の
す
ぐ
前
の
部
分

四
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以
上
、
本
稿
で
は
、
皇
位
の
継
承
と
仏
教
的
諸
神
性
の
加
護
へ
の
信
仰
と
の

係
わ
り
を
、
称
徳
天
皇
の
宣
命
に
よ
っ
て
考
察
し
た
。
し
か
し
も
と
よ
り
そ
れ

は
こ
の
稿
を
も
っ
て
終
る
わ
け
で
は
な
い
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に

取
り
上
げ
た
宣
命
に
見
え
る
考
え
方
が
、
極
め
て
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
あ
る
い
は
一
般
化
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ

る
。
ま
た
そ
れ
と
並
ん
で
、
宣
命
の
発
布
を
促
し
た
背
景
、
言
い
換
え
れ
ば
、

こ
の
宣
命
が
い
か
な
る
政
治
史
的
状
況
に
対
応
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題

を
見
る
と
、
こ
の
経
の
説
主
で
あ
る
釈
迦
如
来
の
前
身
の
一
つ
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
釈
迦
は
、
過
去
無
量
阿
僧
祇
劫
に
お
い
て
、
宝

王
大
光
照
仏
の
説
法
の
第
三
会
に
会
集
し
た
一
人
、
福
宝
光
明
と
名
づ
け
ら
れ

た
女
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
福
宝
光
明
は
、
宝
王
大
光
照
仏
の
第
三
会
に
お
い
て

こ
の
経
を
受
持
読
講
し
、
ま
た
他
の
者
に
も
説
い
て
菩
提
を
求
め
た
の
で
、
こ

（
”
）

の
仏
よ
り
、
未
来
に
お
け
る
作
仏
の
授
記
を
受
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
変
成

男
子
、
女
人
成
仏
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
変
成
男
子
、
女
人
成

仏
の
考
え
方
を
説
き
、
ま
た
や
は
り
護
国
経
典
と
し
て
重
用
さ
れ
た
『
法
華

（
郷
）

経
』
と
の
対
応
を
考
え
る
う
え
で
す
こ
ぶ
る
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

さ
て
お
き
、
安
宿
媛
の
光
明
子
の
称
は
、
恐
ら
く
こ
の
釈
迦
の
前
身
と
さ
れ
た

（
妬
）

女
性
の
名
称
に
あ
や
か
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
わ
ず
か
な
手
懸
り
に
過

ぎ
な
い
が
、
聖
武
天
皇
一
家
の
、
こ
の
経
に
対
す
る
一
方
な
ら
ぬ
帰
依
、
信

奉
、
そ
し
て
特
に
国
王
の
擁
護
に
対
す
る
期
待
の
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
聖
武
天
皇
や
光
明
皇
后
の
帰
依
や
期
待
を
忠
実
に
継

承
し
た
の
が
称
徳
天
皇
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

も
残
さ
れ
る
。
加
え
て
、
こ
の
宣
命
の
発
布
の
時
期
を
め
ぐ
っ
て
、
『
続
紀
』

を
疑
う
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。
発
布
の
時
期
の
再
検
討
か
ら
出
発
し
て
、
如

上
の
課
題
を
検
討
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
私
見
は
別
稿
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
、
ひ
と
ま
ず
蕪
雑

な
稿
を
こ
こ
に
閉
じ
、
諸
賢
の
御
批
正
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
た
い
。

（
一
九
八
七
年
一
二
月
二
四
日
）

註

（
１
）
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
・
一
○
・
刊
。
以
下
の
宣
命
の
引
用
は
、

他
の
宣
命
も
含
め
、
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（
２
）
普
及
版
前
篇
、
後
篇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
・
四
・
刊
。
以
下

の
、
宣
命
以
外
の
『
続
紀
』
の
引
用
な
ど
は
、
他
の
条
も
含
め
、
す
べ

て
こ
れ
に
よ
る
。

（
３
）
天
平
神
護
元
年
十
一
月
辛
巳
条
の
称
徳
天
皇
の
宣
命
に
、
「
必
人
方

父
裁
可
母
蕊
銅
親
在
天
成
物
仁
在
。
然
王
峰
知
藤
原
朝
臣
等
止
方
朕
親
仁
在
我

故
仁
、
黒
紀
白
紀
乃
御
酒
賜
、
御
手
物
賜
唾
久
宣
」
と
あ
る
。
淳
仁
天
皇

が
廃
さ
れ
、
孝
謙
太
上
天
皇
が
重
昨
し
て
、
改
め
て
大
嘗
祭
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
に
と
も
な
う
豊
明
節
会
は
、
右
の
宣
命
発
布
の
前
日
に
行
わ

れ
た
と
あ
る
（
庚
辰
条
）
・
こ
の
宣
命
に
も
、
藤
原
氏
を
、
特
に
母
方

の
血
縁
に
お
い
て
重
視
す
る
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
「
中
都
天
皇
」
を
元
正
天
皇
と
し
た
に
つ
い
て
は
、
田
中
卓
氏
「
中

天
皇
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
田
中
卓
著
作
集
五
、
『
壬
申
の
乱
と
そ
の

前
後
』
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
・
九
・
刊
）
の
考
察
に
従
っ
た
。

（
５
）
「
後
乃
御
命
」
を
遣
詔
と
解
し
た
に
つ
い
て
は
、
本
居
宣
長
『
続
紀

四
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歴
朝
詔
詞
解
』
（
本
居
宣
長
全
集
第
七
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
・

四
・
刊
）
の
第
四
十
五
詔
の
注
解
に
従
っ
た
。

（
６
）
元
正
天
皇
が
甥
に
当
る
聖
武
天
皇
を
子
と
称
し
た
例
と
し
て
、
神
亀

元
年
二
月
甲
午
条
の
聖
武
天
皇
の
即
位
の
際
の
宣
命
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
宣
命
が
引
用
す
る
元
正
天
皇
の
詔
に
、
「
天
日
嗣
高
御
座
食
国
天

下
之
業
乎
、
吾
子
美
麻
斯
王
永
授
賜
譲
賜
」
と
あ
る
。
な
お
本
居
宣
長

は
、
『
続
紀
』
第
十
四
詔
、
す
な
わ
ち
天
平
勝
宝
元
年
七
月
甲
午
条
の
、

聖
武
天
皇
が
阿
倍
内
親
王
に
譲
位
す
る
意
志
を
明
ら
か
に
し
た
宣
命
の

「
朕
子
王
」
を
も
そ
の
例
証
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
聖
武
天

皇
よ
り
見
て
、
阿
倍
内
親
王
を
「
朕
子
王
」
と
称
し
た
も
の
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
註
（
５
）
参
照
。

（
７
）
（
８
）
（
９
）
、
註
（
５
）
参
照
。

（
皿
）
天
平
宝
字
六
年
六
月
庚
戌
条
の
孝
謙
太
上
天
皇
の
宣
命
に
は
、
「
出

家
堂
仏
弟
子
止
成
奴
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
出
家
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
す
で
に
出
家
し
た
者
を
外
護
者
と
称
す
る
こ
と
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。
し
か
し
、
称
徳
天
皇
は
、
聖
武
天
皇
存
命
中
に
は
ま
だ
出

家
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
前
提
と
す
る
の
が
、

こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
詔
で
あ
り
、
ま
た
引
用
を
含
ん
だ
宣
命
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
に
外
護
者
と
称
し
た
。

（
ｕ
）
天
が
有
徳
者
に
帝
位
を
授
け
る
と
す
る
天
命
思
想
が
こ
こ
に
確
認
で

き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
確
認
で
き
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
天
」
の
意
志
が
内
親

王
の
「
心
」
に
他
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
内
親
王
の
「
心
」
と
一

体
視
さ
れ
た
「
天
」
に
、
果
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
主
体
的
選
択
の
可
能
性

が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
極
度
に
嬢
小
化
さ
れ
た
天
命
思
想
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
内
親
王
に
負
托
さ
れ
た
権
限
を
権
威
づ

け
る
た
め
の
、
修
辞
的
な
天
命
思
想
に
止
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
負
托
さ
れ
た
権
限
は
、
天
命
思
想
に
よ
っ
て
も
鎧
わ
れ
て
い
た
と

言
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
に
窺
え
る
天
命
思
想
を
、
そ

れ
以
上
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
父
、
聖
武
天
皇
か
ら
負
托
さ
れ
た
権
限
は
、
負
托
さ
れ
た
と
の

名
目
で
行
使
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

称
徳
天
皇
（
孝
謙
天
皇
、
同
太
上
天
皇
）
が
主
体
的
に
関
与
し
得
た
と

考
え
ら
れ
る
立
太
子
、
廃
太
子
、
即
位
、
廃
位
、
譲
位
は
、
次
の
八
例

で
あ
る
。

Ｌ
天
平
勝
宝
八
歳
五
月
、
道
祖
王
立
太
子
。

２
天
平
宝
字
元
年
三
月
、
道
祖
王
廃
太
子
。

ａ
天
平
宝
字
元
年
四
月
、
大
炊
王
立
太
子
。

４
天
平
宝
字
二
年
八
月
、
孝
謙
天
皇
譲
位
。

ａ
天
平
宝
字
二
年
八
月
、
皇
太
子
大
炊
王
即
位
。

６
天
平
宝
字
八
年
十
月
、
淳
仁
天
皇
廃
位
。

Ｚ
天
平
宝
字
八
年
十
月
、
孝
謙
太
上
天
皇
重
鮓
。

＆
宝
亀
元
年
八
月
、
白
壁
王
立
太
子
。

Ｌ
に
つ
い
て
は
、
聖
武
太
上
天
皇
の
遺
詔
に
よ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
同

年
月
乙
卯
条
）
、
聖
武
太
上
天
皇
に
よ
っ
て
、
予
め
道
祖
王
が
指
名
さ

れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

２
に
つ
い
て
は
、
同
年
月
丁
丑
条
に
、
「
皇
太
子
道
祖
王
、
身
居
諒
闇
、

志
在
淫
縦
。
雌
加
教
勅
、
曽
元
改
悔
。
於
是
、
勅
召
群
臣
、
以
示
先
帝

四



遺
詔
、
因
間
廃
不
之
事
」
と
あ
る
。

ａ
に
つ
い
て
は
、
同
年
月
辛
巳
条
の
孝
謙
天
皇
の
勅
に
、
「
朕
霜
計
、

廃
此
（
Ｉ
道
祖
王
）
立
大
炊
王
。
躬
自
乞
三
宝
、
祷
神
明
、
政
之
善

悪
、
願
示
徴
験
。
於
是
、
三
月
廿
日
戊
辰
、
朕
之
住
屋
、
承
塵
帳
裏
、

現
天
下
太
平
之
字
、
灼
然
昭
著
」
と
あ
る
。

ａ
に
つ
い
て
は
、
同
年
月
壬
申
条
の
孝
謙
太
上
天
皇
の
宣
命
に
、
「
桂

毒
久
畏
、
朕
我
天
先
帝
乃
御
命
以
天
、
朕
仁
勅
準
天
下
方
朕
子
率
辱
授
給
。

事
評
云
方
、
王
乎
奴
止
成
止
毛
奴
乎
王
止
云
孝
汝
乃
為
群
妹
七
仮
令
、
後
仁

帝
止
立
天
在
人
伊
立
乃
後
仁
、
汝
極
嘩
元
礼
菫
不
従
標
売
在
牟
人
堀
帝
乃
位

仁
置
嶽
止
不
得
」
と
あ
る
。

＆
に
つ
い
て
は
、
同
年
月
癸
巳
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
崩
じ
た
称
徳
天

皇
の
遺
宣
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
『
続
紀
』
に
よ
れ
ば
、
称
徳
天
皇
（
孝
謙
天
皇
、
同
太
上
天
皇
）

が
主
体
的
に
関
与
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
立
太
子
な
ど
の
こ
と
が
、
常

に
聖
武
天
皇
の
詔
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
し

か
し
、
２
の
道
祖
王
廃
太
子
と
ａ
の
大
炊
王
立
太
子
と
か
ら
成
る
皇
太

子
交
代
、
そ
し
て
ａ
の
淳
仁
天
皇
廃
位
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら

が
聖
武
天
皇
が
委
ね
た
権
限
の
行
使
に
他
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
に
検
討
を
加
え
て
い
る
第
三
の
詔
と
同
一
の
論
理
に
よ

っ
て
自
己
を
正
当
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
点
で
、
｛
こ
の
よ
う
な
自
己
正
当
化
を
行
っ
た
の
が
、
称
徳
天
皇
自
身

で
あ
っ
た
か
否
か
は
改
め
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
負
托
さ
れ
た
権
限
が
、
負
托
さ
れ
た
と
の
名
目
で
す
で
に
行
使

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

（
岨
）
井
上
薫
氏
「
舎
人
制
度
の
一
考
察
ｌ
兵
衛
・
授
刀
舎
人
・
中
衛
舎

人
ｌ
」
（
同
氏
『
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

六
一
・
七
・
刊
、
所
収
）
は
、
こ
こ
に
見
え
る
「
東
人
」
と
は
、
「
慶

雲
四
年
七
月
二
十
一
日
設
置
の
授
刀
舎
人
で
あ
」
る
と
し
（
三
○
頁
）
、

こ
の
「
授
刀
舎
人
は
、
天
皇
の
身
辺
の
絶
対
安
全
を
期
す
こ
と
、
皇
位

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

維
承
の
決
定
権
を
天
皇
の
大
権
の
な
か
に
確
保
す
る
こ
と
、
皇
位
維
承

を
め
ぐ
っ
て
策
動
す
る
者
が
出
現
す
る
の
を
封
ず
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の

目
的
の
た
め
に
お
か
れ
た
親
衛
隊
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
」
と
す
る

（
五
九
頁
）
・

（
旧
）
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
一
六
巻
（
同
刊
行
会
、
一
九
六
四
・
六
・
再

刊
）
四
四
二
頁
中
Ｉ
下
、
及
び
春
日
政
治
氏
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝

王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
（
春
日
政
治
著
作
集
別
巻
、
勉
誠
社
、

一
九
八
五
・
六
・
刊
）
「
本
文
篇
」
写
真
版
原
本
、
一
六
○
頁
。
な
お

以
下
の
『
最
勝
王
経
』
の
引
用
な
ど
は
こ
れ
ら
の
二
本
に
よ
る
。

（
Ｍ
）
天
平
宝
字
八
年
十
月
丁
丑
条
の
宣
命
に
い
わ
ゆ
る
「
天
」
や
、
天
平

神
護
元
年
三
月
丙
申
条
に
い
わ
ゆ
る
「
天
地
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の

註
（
Ⅱ
）
に
述
べ
た
の
と
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
考
え
て
い
る
。

（
旧
）
こ
の
宣
命
の
発
布
の
時
期
に
つ
い
て
、
『
続
紀
』
を
疑
う
説
と
し
て

は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
、
次
の
二
説
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ブ
（
句
Ｏ

Ｌ
本
居
宣
長
『
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
は
、
天
平
神
護
元
年
の
和
気
王

ら
が
謀
反
の
疑
い
で
謀
殺
さ
れ
た
一
件
に
係
わ
る
の
が
こ
の
宣
命
で

あ
る
と
す
る
（
註
（
５
）
の
四
三
○
’
四
三
一
頁
）
。

ｚ
境
野
黄
洋
『
日
本
仏
教
史
講
話
』
は
、
天
平
宝
字
元
年
の
、
橘
奈

四
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良
麻
呂
ら
が
藤
原
仲
麻
呂
殺
害
の
謀
議
発
覚
に
よ
り
断
罪
さ
れ
た
一

件
に
係
わ
る
の
が
こ
の
宣
命
で
あ
る
と
す
る
（
「
日
本
仏
教
史
講
話
』

六
「
大
化
改
新
以
後
の
政
治
と
仏
教
」
森
江
書
店
、
一
九
三
一
・
四

・
刊
、
二
二
六
’
二
二
八
頁
）
・

そ
の
他
『
続
紀
』
を
疑
わ
な
い
見
解
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
検
討
は
別

稿
で
行
い
た
い
。

（
焔
）
続
日
本
紀
研
究
二
三
七
号
、
続
日
本
紀
研
究
会
、
一
九
八
五
・
二
・

刊
。

（
Ⅳ
）
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
文
化
学
篇
第
二
巻
第
一
号
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
一
九
八
七
・
三
・
刊
。

（
肥
）
註
（
焔
）
の
大
正
蔵
第
一
六
巻
四
四
三
頁
中
、
及
び
春
日
氏
「
本
文

篇
」
一
六
二
頁
。

（
岨
）
註
（
過
）
の
春
日
氏
「
本
文
篇
」
一
六
一
’
一
六
二
頁
。

（
別
）
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
で
言
う
な
ら
ば
、
「
分
別
三
身
品
」

「
減
業
障
品
」
「
依
空
満
願
品
」
の
各
品
の
末
尾
に
、
こ
の
経
の
講
説

や
流
布
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
種
々
の
国
土
の
利
益
が
説
か
れ
て
お

り
、
特
に
「
滅
業
障
品
」
の
場
合
は
、
国
王
、
大
臣
輔
相
、
沙
門
婆
羅

門
、
人
民
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
る
利
益
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

れ
ら
三
品
の
末
尾
に
対
応
し
、
ま
た
そ
れ
を
敷
術
強
調
し
た
の
が
、

「
四
天
王
観
察
人
天
品
」
「
四
天
王
護
国
品
」
そ
し
て
「
王
法
正
論
品
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
護
国
に
係
わ
る
品
が
想

定
す
る
俗
界
の
体
制
と
は
君
ｌ
臣
ｌ
民
の
上
下
秩
序
に
支
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
別
）
「
経
云
、
若
有
国
土
講
宣
読
調
、
恭
敬
供
養
、
流
通
此
経
王
者
、
我

等
四
王
、
常
来
擁
護
、
一
切
災
障
、
皆
使
消
珍
。
憂
愁
疾
疫
、
亦
令
除

差
、
所
願
遂
心
、
恒
生
歓
喜
者
」
と
あ
る
。
「
滅
業
障
品
」
の
当
該
箇

所
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
〔
〕
内
は
引
用
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。

引
用
に
お
い
て
は
、
①
「
恭
敬
供
養
流
通
」
と
②
「
者
」
の
計
七
字
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

「
〔
若
有
国
士
講
宣
読
謂
①
此
〕
妙
〔
経
王
②
〕
、
是
諸
国
主
、
〔
我

等
四
王
、
常
来
擁
護
〕
、
行
住
共
倶
。
其
王
若
有
〔
一
切
災
障
〕
及
諸

怨
敵
、
我
等
四
王
、
〔
皆
使
消
珍
。
憂
愁
疾
疫
、
亦
令
除
差
〕
・
増
益

寿
命
、
感
応
禎
祥
、
〔
所
願
遂
心
、
恒
生
歓
喜
〕
」
・
註
（
Ｂ
）
の
大

正
蔵
第
一
六
巻
四
一
七
頁
中
、
及
び
春
日
氏
「
本
文
篇
」
五
八
頁
。

（
配
）
た
だ
し
、
そ
れ
は
『
最
勝
王
経
』
に
お
け
る
こ
れ
ら
諸
品
の
配
列
順

に
従
っ
た
場
合
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
金
光
明
経
典
の
増
広
過
程
か

ら
す
れ
ば
、
逆
の
こ
と
が
言
え
る
。
註
（
Ⅳ
）
の
拙
稿
の
脚
注
９
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
路
）
註
（
Ｂ
）
の
大
正
蔵
第
一
六
巻
四
一
六
頁
下
’
四
一
七
頁
上
、
及
び

春
日
氏
「
本
文
篇
」
五
五
’
五
七
頁
。
な
お
、
こ
の
福
宝
光
明
が
釈
迦

の
前
身
で
あ
る
と
す
る
前
生
認
は
、
宝
貴
ら
の
『
合
部
金
光
明
経
』
所

収
の
真
諦
訳
「
業
障
滅
品
」
に
も
見
え
る
（
註
（
咽
）
の
大
正
蔵
第
一

六
巻
三
七
一
頁
下
’
三
七
二
頁
上
）
・
ま
た
変
成
男
子
と
い
う
考
え
方

は
、
最
古
の
漢
訳
で
あ
る
曇
無
識
訳
『
金
光
明
経
』
「
償
悔
品
」
以
下

金
光
明
経
典
の
中
に
散
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
別
）
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
「
提
婆
達
多
品
」
に
見
え
る
娑
蜴
羅

ム

竜
王
の
女
が
男
子
に
変
じ
、
や
が
て
成
仏
す
る
と
の
話
柄
。

（
筋
）
大
日
本
古
文
書
、
編
年
之
二
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
・
六

四
五



〔
付
記
〕

本
稿
は
、
次
の
二
つ
の
口
頭
発
表
を
再
考
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｌ
昭
和
五
七
年
度
日
本
思
想
史
学
会
大
会
、
於
東
北
大
学
、
「
『
金
光

明
最
勝
王
経
』
の
受
容
Ｉ
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
一
日

条
の
場
合
Ｉ
」
。

２
昭
和
六
○
年
度
同
学
会
大
会
、
於
岩
手
大
学
、
「
同
補
訂
」
・

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
助
教
授
）

・
覆
刻
）
所
収
の
「
光
明
皇
后
一
切
経
奥
書
」
（
二
五
五
頁
）
の
冒
頭

に
「
皇
后
藤
原
氏
光
明
子
」
と
あ
り
、
末
尾
に
は
「
天
平
十
二
年
五
月

一
日
」
と
あ
る
。
大
日
本
古
文
書
編
纂
者
の
注
記
に
は
、
こ
の
光
明
皇

后
の
発
願
に
よ
る
一
切
経
（
五
月
一
日
経
）
に
つ
い
て
は
、
「
奥
書
ノ

文
言
及
ピ
年
月
日
〈
、
執
レ
モ
之
？
Ⅱ
正
倉
院
御
物
華
厳
経
論
巻
一
八

Ｉ
筆
者
）
卜
同
ジ
」
と
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
史
料
に
基
づ
く
と
思
わ
れ

る
が
、
笹
山
晴
生
氏
『
古
代
国
家
と
軍
隊
』
（
中
公
新
書
、
中
央
公
論

社
、
一
九
七
五
・
七
・
刊
）
は
、
「
皇
后
安
宿
媛
は
、
」
「
七
四
○
年

（
天
平
一
二
年
Ⅱ
筆
者
）
ご
ろ
か
ら
「
藤
原
氏
光
明
子
」
と
称
し
は
じ

め
る
」
（
二
○
頁
）
と
す
る
。
国
分
寺
造
営
の
立
案
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
光
明
子
と
称
し
は
じ
め
た
こ
と
に
な
り
、
国
分
寺
造
営
の
思
想
的
背

景
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
。

四
六


